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No.７８No.７８３３

今月は統一地方選挙です

平成２７年度予算

災害対策本部が市消防庁舎へ移転します

子育て・くらし・文化・スポーツの情報

Ｐ３

Ｐ４～５

Ｐ６

Ｐ１９～３１ 本市の人口と世帯数（２７年２月２８日現在）
人口　１１万５７８１人（男性５万５０８１人、女性６万７００人）

世帯数　５万６０世帯

　４月１２日は府議会議員選挙、
　４月２６日は市議会議員・市長選挙の投票日です

石川河川敷（楠町付近石川河川敷（楠町付近））
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観
光
交
流
施
設
「
き
ら
め
き

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
が
、
富
田
林

駅
前
に
ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

　「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い

る
富
田
林
寺
内
町
を
は
じ
め
と

す
る
本
市
の
多
く
の
魅
力
を
発

信
す
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
が

交
流
し
新
た
な
魅
力
を
創
造
す

る
拠
点
と
な
り
ま
す
。

■
人
と
人
が
出
会
い
文
化

が
生
ま
れ
る
場
所

　
鉄
骨
2
階
建
て
施
設
の
1
階

は
、
観
光
案
内
や
特
産
品
の
販

売
、
市
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

う
観
光
ツ
ア
ー
・
イ
ベ
ン
ト
企

画
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

情
報
発
信
な
ど
、
本
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
2
階
は
、
絵
画
や
写
真

な
ど
ア
ー
ト
作
品
の
展
示
や
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
本
市
に
関
す
る

図
書
を
持
ち
寄
る
「
ま
ち
思
い

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
な
ど
、
多
く

の
人
が
出
会
い
、
交
流
し
、
文

化
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
施
設
を

め
ざ
し
ま
す
。

■
産
官
学
が
知
恵
を
出
し

合
い
運
営
し
ま
す

　「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

は
、
富
田
林
商
工
会
、
市
観
光

協
会
、
大
阪
芸
術
大
学
の
産
官

学
3
団
体
で
構
成
さ
れ
る
「
富

田
林
産
業
文
化
芸
術
連
携
体
」

が
指
定
管
理
者
と
し
て
、
管
理

運
営
を
し
ま
す
。

　
富
田
林
商
工
会
は
地
域
産

業
、
市
観
光
協
会
は
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
大
阪
芸
術
大
学

は
ア
ー
ト
芸
術
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
分
野
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
運
営
に
挑
戦
し
ま
す
。

■
大
学
生
の
皆
さ
ん
に
話

し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
本
市
で
は
、
若
い
人
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
魅
力

あ
る
観
光
事
業
に
取
り
組
む
た

め
、
阪
南
大
学
、
大
阪
芸
術
大

学
、
大
阪
大
谷
大
学
の
３
大
学

の
協
力
を
得
て
、「
富
田
林
き
ら

め
き
会
議
」
を
３
回
開
催
し
ま

し
た
。

　
自
治
体
が
大
学
と
共
同
で
地

域
の
課
題
に
取
り
組
む
事
例
は

あ
り
ま
す
が
、
一
つ
の
自
治
体

が
三
つ

の
異
な

る
専
門

分
野
の

大
学
と

共
同
で

地
域
の

課
題
に

取
り
組

む
ケ
ー

ス
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
会
議
に
参
加
し
た
学
生
か

ら
は
、「
観
光
客
の
滞
在
時
間
を

長
く
す
る
た
め
、
リ
ア
ル
と

バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
を
融
合
さ

せ
た
ゲ
ー
ム
を
開
発
し
、
観
光

客
に
利
用
し
て
も
ら
う
」
な
ど

学
生
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
が

数
多
く
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
す
る

「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）

観光交流施設「きらめきファクトリー」完成予想観光交流施設「きらめきファクトリー」完成予想図図

富田林きらめき会議の様富田林きらめき会議の様子子

観
光
交
流
施

観
光
交
流
施
設設

「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」」

ま
も
な
く
オ
ー
プ

　
　
　
　
ま
も
な
く
オ
ー
プ
ンン

～～～～～
本本本本本
市市市市市
ののののの
魅魅魅魅魅
力力力力力
ををををを
創創創創創
造造造造造
ししししし
発発発発発
信信信信信
すすすすす
るるるるる
拠拠拠拠拠
点点点点点

～
本
市
の
魅
力
を
創
造
し
発
信
す
る
拠
点
～～～～～～

観光交流施設「きらめきファクトリー」
とは

■本市の魅力を、さらにきらめかせて発信する施設

です。

■観光と交流をテーマに、まちがきらめくための施

設です。

■人と人が出会い元気が生まれる、人がきらめくた

めの施設です。

※利用方法など詳しくは、5月号広報でお知らせし

ます。



３

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ははははははははははははははははははははははははははははは
統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
ででででででででででででででででででででででででででででで

今
月
は
統
一
地
方
選
挙
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
私
た
ち
は
、
選
挙
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
代
表
者
を
通
じ
て
政

治
に
参
加
し
、
意
思
を
反
映
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
の
議
会
議
員
や

首
長
を
選
ぶ
選
挙
は
、
私
た
ち

に
最
も
身
近
な
政
治
参
加
の
機

会
で
す
。

　
私
た
ち
の
意
思
を
正
し
く
反

映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

◆
府
議
会
議
員
選
挙

告
示
日
（
立
候
補
届
け
出
日
）

４
月
３
日


投
票
日
　

４
月
　
日

、
午
前
７
時
～
午

１２

後
８
時

投
票
所
　

市
内
　
投
票
所
（
選
挙
人
名
簿

３４

登
録
者
に
送
付
す
る
投
票
所
入

場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

各
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
）

※
府
議
会
議
員
選
挙
は
、
こ
の

選
挙
よ
り
議
員
定
数
が
「
富
田

林
市
・
大
阪
狭
山
市
お
よ
び
南

河
内
郡
」
の
選
挙
区
で
２
人
に

変
わ
り
ま
す
。

◆
市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙

告
示
日
（
立
候
補
届
け
出
日
）　

４
月
　
日


１９

投
票
日
　

４
月
　
日

、
午
前
７
時
～
午

２６

後
８
時

投
票
所
　

市
内
　
投
票
所
（
選
挙
人
名
簿

３４

登
録
者
に
送
付
す
る
投
票
所
入

場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

各
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
）

■
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
事
情

で
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
予
想
さ
れ
る
人
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　「
仕
事
に
従
事
す
る
予
定
が

あ
る
人
」「
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物

な
ど
何
ら
か
の
用
事
で
、
投
票

区
外
に
滞
在
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
人
」「
病
気
、
負
傷
、
妊

娠
、
身
体
の
障
が
い
な
ど
に

よ
っ
て
歩
行
が
困
難
な
人
」

と
き

◎
府
議
会
議
員
選
挙
＝
４
月
４

日

～
　
日


１１

◎
市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙
＝

４
月
　
日

～
　
日


２０

２５

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
を
含

む
、
午
前
８
時
　
分
～
午
後
８

３０

時
ま
で
。

さ
あ
投
票
　
選
挙
の
主
役
は
　
あ
な
た
で
す

◎
府
議
会
議
員
選
挙

　
　
《
投
票
日
４
月
　
日

》

１２

◎
市
議
会
議
員
・
市
長
選
挙

　
　
《
投
票
日
４
月
　
日

》

２６

と
こ
ろ
　

市
役
所
４
階
４
０
１
会
議
室
お

よ
び
金
剛
連
絡
所
２
階
ホ
ー
ル

■
投
票
所
入
場
整
理
券

　
投
票
所
入
場
整
理
券
は
投
票

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
券
が
な
い
場
合
で

も
、
投
票
所
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報

　
府
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
公

報
は
４
月
　
日

、
市
議
会
議

１１

員
・
市
長
選
挙
の
選
挙
公
報
は

４
月
　
日

ま
で
に
各
家
庭
に

２５

配
布
し
ま
す
。

　
届
か
な
い
と
き
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
府
議
会
議
員
選
挙
の

選
挙
公
報
は
、
府
選
挙
管
理
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp

://w
w
w
.p
re
f.o
s
a
k
a
.lg
.jp
/

s
e
n
k
a
n
/o
s
a
k
a
fu
g
is
e
n
k
y

o
/in
d
e
x
.h
tm
l

〕
に
、
市
議
会

議
員
・
市
長
選
挙
の
選
挙
公
報

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
市
役

所
の
ご
案
内
「
選
挙
」
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

■
不
在
者
投
票

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
で
要
件
に
該
当

す
る
人
は
、
自
宅
な
ど
で
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

　
こ
の
方
法
で
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
証
明
書
に
は
有
効

期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
で

に
期
限
が
切
れ
て
い
る
人
は
、

再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

※
投
票
用
紙
は
、
同
証
明
書
を

添
え
て
投
票
日
の
４
日
前
ま
で

に
同
委
員
会
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
人
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。　

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　
一
時
的
に
遠
隔
地
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す

る
と
滞
在
先
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
同

委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

※
い
ず
れ
の
方
法
も
手
続
き
な

ど
に
一
定
の
期
間
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人

は
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）
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ててててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教

子
育
て
支
援
・
教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育

●
民
間
保
育
所
の
運
営
費
の
補

助
な
ど
　

　
年
間
を
通
じ
て
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
め
ざ
し
、
新
設
１
園
を
含

む
９
園
の
民
間
保
育
所
に
対
し

て
補
助
な
ど
を
し
ま
す
。

《
　
億
６
８
１
６
万
円
》

１１
●
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

へ
の
医
療
費
を
助
成
　

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

医
療
面
か
ら
支
え
る
た
め
、
対

象
者
と
し
て
は
府
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
あ
る
０
歳
～
中
学
３
年

生
ま
で
の
入
院
、
通
院
に
か
か

る
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

《
３
億
６
３
３
万
円
》

●
小
中
学
校
で
の
き
め
細
か
な

指
導
推
進
事
業

　
市
独
自
で
講
師
を
採
用
し
、

小
学
６
年
生
お
よ
び
中
学
３
年

生
に
対
し
て
、
少
人
数
学
級
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

《
３
７
０
５
万
円
》

●
小
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の

更
新
　

　
小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
お

よ
び
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
再
構
築
し

ま
す
（
　
年
度
で
全
校
完
了
）。

２７

《
３
７
７
９
万
円
》

●
生
涯
学
習
施
設
整
備
事
業

　
公
会
堂
跡
地
に
各
世
代
対
象

の
生
涯
学
習
お
よ
び
交
流
ス

ペ
ー
ス
を
備
え
た
新
施
設
を

　
・
　

年
度
の
２
カ
年
で
建
設

２７

２８

し
ま
す
。《
１
億
３
９
２
０
万
円
》

●
市
民
プ
ー
ル
を
新
し
く
オ
ー

プ
ン
　

　
市
民
プ
ー
ル
「
ア
ク
ア
パ
ー

ク
き
ら
め
き
」
を
新
し
く
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。《
１
７
３
５
万
円
》

産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環

産
業
振
興
・
環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境

●
観
光
交
流
施
設
の
開
設
　

　
本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
富
田

林
駅
前
に
観
光
案
内
や
本
市
の

魅
力
発
信
の
新
た
な
拠
点
と
な

る
観
光
交
流
施
設
「
き
ら
め
き

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
開
設
し
ま

す
。《
２
２
５
３
万
円
》

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
対
す
る
補
助
  

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
に
対
す
る
補
助
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

《
１
２
６
０
万
円
》

●
下
水
道
管
の
長
寿
命
化
対
策

　
金
剛
地
区
の
老
朽
化
し
た
下

水
道
管
の
長
寿
命
化
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

《
１
億
５
０
０
０
万
円
》

２２77年年度度 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算

　
年
度
予
算
の
主
な
実
施
事
業

２７　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　《
　
》
内
は
事
業
費

一般会計 376億7800万円

　２７年度予算編成は、統一地方選挙を間

近に控えていることから、義務的経費や

継続的経費を中心とした骨格予算となっ

ていますが、「子育てしやすいまちづく

り」「安全・安心なまちづくり」に重点を

置いて編成しました。

４



　
今
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

が
３
７
６
億
７
８
０
０
万
円
、

企
業
会
計
（
水
道
事
業
）
を
含

む
特
別
会
計
が
３
４
４
億
６
７

４
７
万
円
で
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
７
２
１
億
４
５
４
７
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
と
比
べ
る
と
、
一
般

会
計
は
２
億
８
３
０
０
万
円
の

減
、
特
別
会
計
は
　
億
６
７
８

３０

８
万
円
の
増
、
全
会
計
で
は
　２７

億
８
４
８
８
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
収
入
（
歳
入
）
の
大
き
な
柱

で
あ
る
市
税
は
、
１
億
２
２
５

万
円
の
減
（
昨
年
度
比
０
・
８

㌫
の
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
を
目
的
別
で
見
る
と
、

予
算
規
模
の
大
き
い
も
の
か

ら
、
高
齢
者
福
祉
や
児
童
福

祉
、
生
活
保
護
の
経
費
と
い
っ

た
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
定
水
準

の
生
活
と
安
定
し
た
社
会
生
活

を
送
る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め

の
経
費
（
民
生
費
）
１
７
８
億

５
９
８
５
万
円
、
予
防
接
種
や

清
掃
な
ど
、
健
康
で
衛
生
的
な

生
活
環
境
を
保
持
す
る
た
め
の

経
費
（
衛
生
費
）　

億
５
７
６

４５

万
円
、
教
育
関
係
の
経
費
（
教

育
費
）　

億
６
８
２
０
万
円
と

３９

な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
に
見
る
と
、
予
算
規

模
の
大
き
い
も
の
か
ら
扶
助
費

の
１
１
１
億
１
６
６
５
万
円
、

人
件
費
の
　
億
４
８
９
１
万

７８

円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
介

護
保
険
事
業
、
下
水
道
事
業
等

の
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が

　
億
４
８
４
８
万
円
と
な
っ
て

５０い
ま
す
。

市
民
一
人
あ
た
り
に
　
　
　
 

計
算
す
る
と

　
今
回
の
一
般
会
計
予
算
を
　２７

年
１
月
　
日
現
在
の
住
民
基
本

３１

台
帳
人
口
を
も
と
に
、
市
民
一

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、　３２

万
５
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
１
人
当
た
り
の
歳
出
の
大
き

い
も
の
は
、
民
生
費
　
万
４
１

１５

４
９
円
、
衛
生
費
３
万
８
８
８

９
円
、
教
育
費
３
万
４
２
５
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
（
内
線

３
３
６
）

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安

防
災
安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全

●
防
災
対
策
の
充
実

　
住
民
に
い
ち
早
く
防
災
情
報

を
伝
え
る
た
め
、
土
砂
災
害
危

険
区
域
お
よ
び
市
立
小
学
校
に

設
置
し
た
防
災
無
線
に
対
応
し

た
電
話
に
よ
る
音
声
案
内
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
、
ま
た
災
害
時

に
備
え
た
物
品
の
備
蓄
や
地
域

版
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。《
２
５
６
３
万
円
》

●
地
域
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対

す
る
補
助

　
地
域
住
民
の
安
全
確
保
と
街

頭
犯
罪
の
抑
止
の
た
め
、
町
会

（
自
治
会
）
で
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
費
用
の
一
部
を
引
き
続
き

補
助
し
ま
す
。《
５
０
０
万
円
》

●
地
域
防
犯
灯
設
置
お
よ
び
管

理
費
に
対
す
る
補
助

　
地
域
住
民
の
安
全
確
保
と
街

頭
犯
罪
の
抑
止
の
た
め
、
町
会

（
自
治
会
）
で
の
防
犯
灯
設
置

費
用
や
管
理
費
用
の
一
部
を
引

き
続
き
補
助
し
ま
す
。

《
３
９
３
５
万
円
》

●
民
間
建
築
物
耐
震
診
断
お
よ

び
改
修
に
対
す
る
補
助

　
民
間
建
築
物
の
耐
震
診
断
お

よ
び
改
修
に
係
る
費
用
の
一
部

を
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。

《
１
３
１
６
万
円
》

●
地
区
集
会
所
な
ど
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
に
対
す
る
補
助

　
救
命
率
の
向
上
の
た
め
、
地

区
集
会
所
な
ど
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
費
用
の
一
部
を
引
き
続
き
補

助
し
ま
す
。《
３
０
０
万
円
》

ままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

●
若
松
地
区
再
整
備
事
業

　
老
朽
化
し
た
市
営
若
松
住
宅

の
建
て
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

《
　
億
８
２
２
１
万
円
》 

１０
●
道
路
の
維
持
補
修
お
よ
び
通

学
路
の
整
備

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
道
路
の
維

持
補
修
や
通
学
路
の
整
備
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

《
１
億
１
３
９
３
万
円
》

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福

健
康
・
福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉

●
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
・
特

定
不
妊
治
療
費
の
一
部
補
助

　
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
助
成

や
特
定
不
妊
治
療
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。《
９
３
０
１
万
円
》

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

充
実
　
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
の
増

加
や
複
雑
化
に
対
応
す
る
た
め

同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
充

実
し
ま
す
。《
７
１
０
０
万
円
》

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の

施
行
に
伴
い
、
自
立
相
談
支

援
、
住
居
確
保
給
付
金
の
給

付
、
一
時
生
活
支
援
事
業
を
実

施
し
ま
す
。《
９
８
２
万
円
》

●
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援
事
業

　
よ
り
多
く
の
骨
髄
移
植
の
実

現
、
お
よ
び
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

登
録
者
の
増
加
を
図
る
た
め

に
、
骨
髄
の
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）

に
対
し
て
、
引
き
続
き
助
成
し

ま
す
。《
　
万
円
》

４２

予
算
総
額

　
７
２
１
億
４
５
４
７
万
円

５



６

　
本
市
で
は
、
災
害
時
の
避
難

に
支
援
が
必
要
な
人
（
災
害
時

要
援
護
者
）
を
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
台
帳
に
登
録
し
、
地

域
の
災
害
時
要
援
護
者
支
援
組

織
に
提
供
し
て
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え
適
切
に
情
報
管
理

　
近
い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や

本
市
に
近
い
断
層
で
、
地
震
発

生
時
の
被
害
が
大
き
く
な
る
と

予
測
さ
れ
る
生
駒
断
層
帯
を
震

源
と
す
る
地
震
な
ど
、
大
規
模

地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
市
で
は
、
大
規
模
地
震
な

ど
の
災
害
発
生
時
に
、
市
役
所

内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
い
ち
早
く
災
害
対
応
に
当

た
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
同
本
部
の
設
置
を
さ
ら
に

迅
速
か
つ
確
実
な
も
の
と
す
る

た
め
、
４
月
１
日

に
、
市
役

所
よ
り
耐
震
性
の
高
い
市
消
防

庁
舎
へ
同
本
部
機
能
を
移
転
し

ま
す
。

　
移
転
内
容
は
、
市
消
防
庁
舎

５
階
の
「
旧
み
な
み
大
阪
ト
ラ

イ
ヤ
ル
・
プ
ラ
ザ
市
防
災
セ
ン

タ
ー
」
跡
を
利
用
し
、
同
本
部

設
置
に
必
要
な
機
器
や
防
災
無

線
の
親
局
設
備
な
ど
を
移
転
し

た
り
、
府
や
府
内
市
町
村
と
情

報
共
有
可
能
な
防
災
行
政
無
線

の
設
備
を
再
整
備
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
防
災
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
市

役
所
４
階
に
あ
り
ま
し
た
危
機

管
理
室
も
同
日
よ
り
、
市
消
防

庁
舎
５
階
へ
移
転
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
今
後
も
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）

災害対策本部が

市消防庁舎へ移転します

　
近
年
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
中
、

私
た
ち
が
住
む
南
河
内
地
域
で

も
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や

洪
水
、
大
規
模
地
震
な
ど
が
い

つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市

消
防
本
部
管
内
の
各
消
防
団
が

連
携
協
力
体
制
を
と
り
、
住
民

の
安
全
を
守
る
た
め
、
４
月
１

日

に
「
富
田
林
市
、
太
子
町
、

河
南
町
及
び
千
早
赤
阪
村
消
防

団
連
携
協
力
協
議
会
」
が
発
足

し
ま
す
。

　
同
協
議
会
は
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
、
日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
消
防
防
災
活
動
を
し
て

い
る
各
消
防
団
が
、
市
町
村
の

管
轄
区
域
を
越
え
て
相
互
に
連

携
協
力
す
る
こ
と
で
災
害
に
よ

る
被
害
を
軽
減
し
、
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
同
協
議
会
の
発
足
は
、
今
後

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

大
規
模
災
害
に
対
す
る
大
き
な

備
え
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
〔

　
１
１
２
３
〕

（２３）

※
た
だ
し
、
３
月
　
日

ま
で

３１

は
〔

　
１
１
２
３
〕。

（２５）

「
富
田
林
市
、
太
子
町
、
河
南
町
及

び
千
早
赤
阪
村
消
防
団
連
携
協
力
協

議
会
」
が
発
足
し
ま
す

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台
帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳
ににににににににににににににににににににに
登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
に
登
録
をををををををををををををををををををををを

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

土砂災害防止法に基づく基礎
調査を実施

　府では、土砂災害時の警戒避難体制づく

りや、開発などによる立地抑制などに役立

てるため、「土砂災害防止法」に基づき、土

石流・がけ崩れが発生したときに被害が及

ぶ恐れがある土地の範囲を調査します。

　４月～２８年３月の間に、府から委託を受

けた調査員が対象地域を伺います。その

際、住宅地や個人の山に立ち入らせていた

だく場合もありますが、土砂災害防止の趣

旨をご理解の上、調査にご協力をお願いし

ます。

※詳しくは、府ホームページ〔http://www.

pref.osaka.lg.jp/tondo/sinchakujoho/tondo_

dosyaho.html〕をご覧ください。

問い合わせ　府富田林土木事務所建設課河

川砂防グループ〔(２５)１１３１〕

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安 安 まままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーまちメールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ああああああああああああああああああああああああああああああんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

をご存じです  をご存じですかか

　
府
警
察
本
部
で
は
、
府
内
の

最
新
の
犯
罪
情
報
を
皆
さ
ん
の

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
す
る
「
安
ま
ち

メ
ー
ル
」を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
は
無
料
で
す
が
、
通
信

に
か
か
る
費
用
は
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
登
録
方
法
な

ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w

w
ｗ
.in
fo
.p
o
lic
e

.p
re
f.o
s
a
k
a
.jp
/u
s
e
rM
e
n
u
.

d
o

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
府
警
察
本
部
府

民
安
全
対
策
課
〔

０
６
（
６

９
４
３
）
１
２
３
４
〕

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
台
帳
へ
の
登
録
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
地
域
福
祉
課
ま
た
は

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
、
２
８
８
）

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制ををををををををををををををををををををを強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化防災体制を強化！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！４月１日



７

　
準
防
火
地
域
内
に
お
け
る
建

築
制
限
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、

施
行
日
以
降
に
着
工
す
る
建
築

物
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

新
築
や
増
築
な
ど
を
検
討
さ
れ

て
い
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
３
、
４
５
９
）

●
建
築
制
限
の
内
容
　
左
表
に

記
載

　
同
地
域
内
に
お
い
て
建
築
行

為
を
す
る
際
は
、
建
築
規
模
に

応
じ
て
建
築
制
限
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

●
施
行
日
　
　
月
１
日


１０

●
準
防
火
地
域
の
指
定
区
域
　

左
表
お
よ
び
左
図
に
記
載

　
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本

大
震
災
で
は
、
火
災
に
よ
る
被

害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
今
後
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
大
規
模

災
害
に
備
え
て
、
準
防
火
地
域

の
指
定
区
域
を
拡
大
し
ま

す
。
同
地
域
は
、
地
震
な
ど

の
災
害
に
よ
り
生
じ
る
、
市

街
地
に
お
け
る
火
災
の
延
焼

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
建
物
に
一
定
の
耐

火
性
能
を
義
務
付
け
る
こ
と

を
定
め
る
地
域
で
す
。

準
防
火
地
域
の
指
定
区
域
を
拡
大
し
ま
す

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
と
と

も
に
、
食
生
活
の
変
化
や
運
動

不
足
な
ど
を
原
因
と
す
る
生
活

習
慣
病
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
生
活
習
慣

病
に
関
連
す
る
死
因
が
死
亡
原

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康とととととととととととととととととととととととととととととととととととととんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばやややややややややややややややややややややややややややややややややややややししししししししししししししししししししししししししししししししししししし２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次「健康とんだばやし２１（第二次））））））））））））））））））））））））））））））））））））））

及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ををををををををををををををををををををををををををををををををををををを策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししししししし及び食育推進計画」を策定しましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

因
の
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
め

ざ
し
て
、　

年
３
月
に
「
健
康

１８

と
ん
だ
ば
や
し
　
」
を
策
定
し

２１

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
の
「
　
世
紀
に

２１

お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動

（
健
康
日
本
　
）」の
最
終
評
価

２１

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
第
二
次
計

画
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
、「
健
康
と

ん
だ
ば
や
し
　
」
の
実
施
成
果

２１

や
昨
年
７
月
に
実
施
し
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
、
３
月
に
「
健
康
と

ん
だ
ば
や
し
　
（
第
二
次
）
及

２１

び
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
同
計
画
は
、「
誰
も
が
安
心
し

て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
理
念
と
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
健
康
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
策
定
さ
れ
た
同

計
画
は
、
国
の
食
育
基
本
法
に

基
づ
く
「
食
育
推
進
計
画
」
も

含
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
同
計
画
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
健
康
づ

く
り
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

の
事
業
案
内
）」か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

(２８)



８

　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
、
自
分

が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
や

応
援
し
た
い
地
方
公
共
団
体

（
都
道
府
県
お
よ
び
市
区
町

村
）
に
寄
付
す
る
制
度
で
す
。

　
同
制
度
で
は
、
寄
付
金
額
に

応
じ
て
所
得
税
、
個
人
住
民
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
富
田
林
を
「
ふ
る
さ
と
」
と

し
て
応
援
し
、
本
市
の
発
展
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
同
寄

付
金
の
申
し
込
み
が
可
能
に

　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ

と
寄
付
金
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、

　
時
間
い
つ
で
も
同
寄
付
金
の

２４申
し
込
み
が
可
能
に
な
り
ま
し

とんだばやし

　　ふるさと寄付金

た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

（
Y
a
h
o
o
!
公
金
支
払

い
）
を
利
用
す
る
と
、
申
し
込

み
か
ら
支
払
い
ま
で
の
手
続
き

を
一
度
に
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

●
お
礼
の
品
が
さ
ら
に
充
実

　
１
万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
た
人
に
お
贈
り
し
て
い

る
お
礼
の
品
に
、
本
市
特
産
の

「
大
阪
ナ
ス
」
や
「
え
び
芋
」

な
ど
が
新
し
く
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
　
さ
ら
に
、　

万
円
以
上
の
ご

１０

寄
付
を
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

お
礼
の
品
に
加
え
、
プ
レ
ミ
ア

ム
ギ
フ
ト
を
お
贈
り
し
ま
す
。

4
月
か
ら
7
月
ま
で
は
、「
サ

バ
ー
フ
ァ
ー
ム
四
季
の
味
覚
」

ま
た
は
「
か
ん
ぽ
の
宿
富
田
林

特
別
室
ペ
ア
宿
泊
券
」
か
ら
お

選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

※
寄
付
の
手
続
き
や
お
礼
の
品

の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
寄

付
金
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
（
内
線

３
１
２
）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付ののののののののののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申ししししししししししししししししししししし込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみががががががががががががががががががががが便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利～寄付の申し込みが便利にににににににににににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼ののののののののののののののののののののの品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品がががががががががががががががががががががさささささささささささささささささささささらららららららららららららららららららららににににににににににににににににににににに充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実　お礼の品がさらに充実～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつななななななななななななななななななななながががががががががががががががががががががるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイつながるファイルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををををををををを

ご利用ください！

フ
ァ
イ
ル
を
作
る
メ
リ
ッ
ト

　
子
ど
も
が
保
育
園
や
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
な
ど
に
進
学

す
る
際
、
同
フ
ァ
イ
ル
を
作
っ

て
お
く
こ
と
で
、
子
ど
も
の
発

達
状
況
に
つ
い
て
何
度
も
同
じ

こ
と
を
説
明
す
る
負
担
を
軽
減

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
所
属
す
る
園
や
学
校

が
変
わ
っ
て
も
、
一
貫
し
た
支

援
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
成
長
の

様
子
を
振
り
返
っ
た
り
、
病
院

や
相
談
機
関
な
ど
で
受
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
の
内
容
を
確
認
し
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
が
欲
し
い
と
き
は

　
担
任
の
先
生
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
０
８
）

　「
つ
な
が
る
フ
ァ
イ
ル
」
は
、

保
護
者
と
担
任
の
先
生
な
ど
の

支
援
関
係
者
が
子
ど
も
の
発
達

状
況
を
共
通
に
理
解
し
、
一
緒

に
考
え
な
が
ら
、
効
果
的
な
支

援
を
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

作
ら
れ
ま
し
た
。

こ
い
の
ぼ
り
を
一
緒
に
あ
げ
ま
せ
ん
か

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
の
会
で
は
、

毎
年
た
く
さ
ん
の
こ
い
の
ぼ
り

を
石
川
河
川
敷
に
あ
げ
て
い
ま

す
。
今
年
は
４
月
　
日

～
５

１２

月
　
日

ま
で
、
石
川
河
川
敷

１０
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
こ
い
の
ぼ

り
を
あ
げ
ま
す
。

　
同
会
で
は
、
一
緒
に
こ
い
の

ぼ
り
を
あ
げ
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人

は
、
４
月
　
日

、
午
前
　
時

１２

１０

に
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
同
会
で
は
使
わ
な
く

な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
の
寄
付
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
占
部
さ
ん〔

０

９
０
（
３
２
８
４
）
１
１
２
０
〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

４
月
　
日

～

２２

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
新
番
組

が
始
ま
り
ま
す

す
ば
る
ホ
ー
ル

●
「
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
２
～

Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
　
Ｔ
Ｏ
　
Ｔ
Ｈ

Ｅ
　
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
～
」

（
約
　
分
）

４５

　
昨
年
　
月
３
日
に
打
ち
上
げ

１２

ら
れ
た
小
惑
星
探
査
機
「
Ｈ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
２
」。
本
作
で

は
新
た
な

機
体
の
紹

介
や
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の

概
要
、
先

代
は
や
ぶ

さ
の
旅
路

の
回
想
な
ど
を
中
心
に
物
語
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

投
映
日
時
　
毎
週
水
・
金
曜
日

＝
午
後
３
時
～
、
毎
週
土
曜
日

＝
午
後
１
時
～
、
午
後
４
時

～
、
毎
週
日
曜
日
、
祝
日
＝
午

後
１
時
～

観
覧
料
　
大
人
５
０
０
円
、
中

学
生
以
下
２
５
０
円
、
４
歳
未

満
お
よ
び
障
が
い
者
・
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
人
は
無
料
（
毎

回
入
れ
替
え
制
）

問
い
合
わ
せ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

〔

　
０
２
２
２
〕

（２５）



◆
家
庭
菜
園
の
土
づ
く
り
講
習

（
４
月
　
日

の
午
後
１
時
　

２８

３０

分
～
）

◆
庭
木
の
 剪
  定
 講
習
（
４
月
　

せ
ん
 て
い

２９

日

の
午
前
　
時
～
）

１０

◆
緑
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
４
月

　
日

の
午
後
３
時
～
）

２９◆
「
ま
ち
の
樹
・
緑
」
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
（
　
年
度
）
入
賞
作

２６

品
展

◆
樹
に
ま
つ
わ
る
四
文
字
熟
語

と
き
　
４
月
　

日

～
　

日

２６

２９


、
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
　
津
々
山
台
公
園

内
容

緑
化
フ
ェ
ア

◆
こ
れ
何
の
種
ク
イ
ズ
（
４
月

　
日

の
午
後
１
時
～
、
　

日

２６

２９


の
午
前
　
時
～
、
小
学
生
以

１１

下
対
象
）

◆
松
の
 剪
  定
 講
習
（
４
月
　
日

せ
ん
 て
い

２６


の
午
後
１
時
　
分
～
、
　

日

３０

２８


の
午
前
　
時
～
）

１０

◆
み
ど
り
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

（
４
月
　
日

の
午
後
２
時
　

２６

３０

分
～
、
　

日

の
午
後
１
時
　

２９

３０

分
～
、
小
学
生
以
下
対
象
）

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
寄
せ
植
え
講

習
（
４
月
　
日

の
午
前
　
時

２７

１０

～
受
け
付
け
、
先
着
　
人
、
実

２０

費
）

◆
庭
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
習
（
４
月
　２７

日

の
午
後
１
時
　
分
～
）

３０

市
緑
化
フ
ェ
ア
＆

　
　
　
植
木
市
を
開
催
し
ま
す

アライグマ捕獲おりを
貸し出します

　
近
年
、
農
耕
地
を
中
心
に
、

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
特
定
外
来
生

物
で
、
頭
数
が
増
加
す
る
と
自

然
環
境
を
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に

よ
る
被
害
に
遭
わ
れ
た
市
内
在

住
の
人
に
、
捕
獲
お
り
を
貸
し

出
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
印
鑑

（
認
め
印
）
と
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
を
持
参
し
、
み
ど
り

環
境
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
捕
獲
お
り
は
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。

●
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
協
力
報
償

金
制
度
の
ご
利
用
を

　
ま
た
、
ア
ラ
イ
グ
マ
を
捕
獲

さ
れ
た
人
に
、
次
の
と
お
り
報

償
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
貸
し
出
し
申
請
に
よ
り

許
可
さ
れ
た
、
ま
た
は
届
け
出

の
あ
る
個
人
所
有
の
捕
獲
お
り

を
仕
掛
け
、　

年
３
月
　
日


２８

３１

ま
で
に
捕
獲
し
、
市
が
回
収
し

た
ア
ラ
イ
グ
マ
（
た
だ
し
、
受

け
取
り
時
に
死
亡
し
て
い
る
ア

ラ
イ
グ
マ
は
対
象
外
）

報
償
金
　
１
頭
に
つ
き
２
０
０

０
円
以
内
（
全
捕
獲
頭
数
に
よ

り
比
例
配
分
）

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
１
）

９

    微小粒子状物質（ＰＭ2.5）に関する情報

　微小粒子状物質（ＰＭ２.５）とは、大気中を漂う物質のうち、

直径２.５（マイクロは１００万分の1）以下の特に小さな粒子

で、工場の排ガスなどに含まれるすすが主成分です。府で

は、時間ごとの情報を府大気汚染常時監視のページ〔http://

taiki.kankyo.pref.osaka.jp/taikikanshi/〕で公開しています。

　また、大気中のＰＭ２.５が国の指針による注意喚起の濃度レ

ベルを超える場合は、注意喚起の情報が府の防災情報メール

で配信されます。なお、注意喚起が発令された場合は、不要

不急の外出や屋外での長時間の激しい運動はできるだけ避け

てください。

　同メールを受信するには、事前に登録が必要です。登録方

法についてはおおさか防災ネットホームページ〔http://www.

osaka-bousai.net/pref/PreventInfoMail.html〕をご覧ください。

※同メールは、光化学スモッグや警報、注意報などの情報も

配信していますので、必要に応じてご活用ください。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３２）

ク
イ
ズ

◆
樹
木
医
相
談
（
み
ど
り
の
相

談
）

◆
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

◆
子
ど
も
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー

（
小
学
生
以
下
対
象
）

◆
緑
化
苗
の
無
料
配
布
（
広
報

誌
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
引
換
券

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

植
木
市

◆
ミ
ニ
庭
園
の
展
示
販
売

◆
鉢
花
、
花
木
、
苗
木
、
庭
園

樹
、
肥
料
、
土
、
資
材
な
ど
の

販
売

◆
庭
造
り
相
談

問
い
合
わ
せ
　
市
公
園
緑
化
協

会
（
内
線
4
0
9
）

農
園
名
・
開
設
場
所
　
①
宮
甲

田
＝
甲
田
六
丁
目
、
②
若
松
町

＝
若
松
町
四
丁
目

募
集
区
画
数
　
①
１
区
画
、
②

５
区
画

利
用
料
　
年
額
３
５
０
０
円

※
１
区
画
約
　
平
方
㍍
。

１５

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日
（
消

１７

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き

に
農
園
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
返
信
は
が
き
に
宛
名

を
記
入
し
、

５
８
４
・
８
５

１
１
市
役
所
農
業
振
興
課
（
内

線
４
４
６
）
内
市
民
体
験
農
園

受
付
係
へ
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
）

市
民
体
験
農
園

利
用
者
を
募
集

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１０

保
険
料
の
お
知
ら
せ
と
納

付
方
法

◆
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら

天
引
き
で
な
い
場
合
）

　
今
年
7
月
に
、
　

年
度
の
後

２７

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定

（
本
算
定
）
に
係
る
「
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」
と
「
納
入
通

知
書
」
の
一
体
型
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

　
通
知
書
に
基
づ
き
、
納
付
書

払
い
や
口
座
振
替
な
ど
の
方
法

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
状
況
に
よ
り
、　

月
か
ら
特

１０

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

に
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◆
特
別
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら

天
引
き
の
場
合
）

　
年
金
受
給
額
が
年
額
　
万
円

１８

以
上
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て

年
6
回
（
偶
数
月
）
の
年
金
受

給
時
に
、
次
の
と
お
り
年
金
か

ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま

す
。

○
4
・
6
・
8
月
分

　
　
年
度
は
普
通
徴
収
で
納
付

２６
さ
れ
て
お
り
、
誕
生
月
に
よ
り

今
年
4
・
６
・
８
月
か
ら
新
た

に
特
別
徴
収
と
な
る
人
に
は
、

　
年
度
の
保
険
料
額
を
も
と
に

２６仮
徴
収
額
を
決
定
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
事
前
に
「
保
険

料
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」
と

「
納
入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
」
の
一
体
型
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
今
年
2
月
に
保
険
料
を
特
別

徴
収
で
納
付
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
場
合
、
4
月
の
年
金
受
給

時
に
は
、
2
月
の
納
付
額
と
同

額
を
仮
徴
収
額
と
し
て
特
別
徴

収
し
ま
す
の
で
通
知
は
あ
り
ま

せ
ん
。

○
　
・
　

・
2
月
分

１０

１２

　
　
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

２７
保
険
料
が
決
定
（
本
算
定
）
さ

れ
、
　

月
分
以
降
が
特
別
徴
収

１０

と
な
る
場
合
、
7
月
に
「
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」
と
「
納
入

通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
」
の
一
体
型
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。　

月
以
降
の
年
金
受

１０

給
時
に
、　

年
中
の
所
得
に
基

２６

づ
い
て
計
算
さ
れ
た
年
間
保
険

料
（
本
算
定

額
）
か
ら
仮

徴
収
な
ど
に

よ
り
、
す
で

に
納
め
て
い

た
だ
い
た
金

額
を
差
し
引
い
た
額
を
、
支
払

い
回
数
に
振
り
分
け
て
特
別
徴

収
し
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に

変
更
で
き
ま
す

　
保
険
料
の
納
付
方
法
が
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

の
人
や
、
新
た
に
特
別
徴
収
に

変
更
さ
れ
る
人
は
、
申
し
出
に

よ
り
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
口

座
振
替
で
の
納
付
に
変
更
で
き

ま
す
。

　
変
更
を
希
望
す
る
人
は
、
預

金
通
帳
、
通
帳
の
届
け
出
印
、

被
保
険
者
証
を
福
祉
医
療
課
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
預
金
通
帳
、
通
帳
の

届
け
出
印
に
代
わ
り
、
金
融
機

関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持

参
す
る
こ
と
に
よ
り
簡
単
に
口

座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
る

「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
サ
ー
ビ

ス
」
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
医
療
課

（
内
線
1
5
8
、
1
5
9
）

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度にに
関するお知ら関するお知らせせ

生活全般にわたる困りごとの相談窓口を開設します

　生活困窮者自立支援法に基づいて、４月１日から、生活支援課に自

立相談支援機関の相談窓口を開設します。

　相談支援員が生活全般にわたる困りごとの相談を受け付け、最低限度

の生活が維持できなくなる恐れのある人を対象に計画的な援助を実施

し、その人の自立を支援します。

とき　月～金曜日、午前９時～午後５時３０分（祝日、年末年始は除く）

問い合わせ　生活支援課（内線１９８）

　
３
月
　
日
～
　
日
の
間
に
、

１４

２７

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送
し
ま

し
た
。

　
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
シ
ー
ル
の
交
付
申
請

　
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い

人
な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
郵
送
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

本
市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
（
住
所
と
氏
名

が
記
載
さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の

領
収
書
、
賃
貸
契
約
書
、
郵
便

物
な
ど
）
と
印
鑑
を
持
参
し
、

衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

中
の
ご
み
収
集
は
通
常
ど

お
り
で
す

　
ご
み
は
、
祝
日
（
年
末
年
始

は
除
く
）
も
日
程
ど
お
り
収
集

し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
祝

日
は

ご
み

の

量
、
交
通
状
況

な
ど
に
よ
り
、
通
常
よ
り
収
集

時
間
が
早
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
燃
え
る
ご
み
と
粗
大
ご
み
は

午
前
７
時
よ
り
、
資
源
ご
み
は

午
前
９
時
よ
り
順
次
収
集
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

　
年
度
分
無
料
ご
み
シ
ー
ル
をををををををををををををををををををををを

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７２７郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

郵
送
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた



１１

　
本
市
で
は
ゴ
ミ
置
場
の
カ
ラ

ス
対
策
と
し
て
、
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
な
ど
の
購
入
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
購
入
す
る
前
に
補
助
金
の
交

付
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
団
体
　

町
会
（
自
治
会
）
な
ど
で
ご
み

置
場
を
管
理
し
て
い
る
団
体

対
象
と
な
る
器
具
　

①
カ
ラ
ス
よ
け
ネ
ッ
ト

※
ご
み
置
場
１
カ
所
に
つ
き
１

個
の
み
、
１
回
の
申
請
に
つ
き

５
個
ま
で
。

②
生
ご
み
ガ
ー
ド

※
１
回
の
申
請
に
つ
き
１
個
の

み
、
各
団
体
に
つ
き
各
年
度
２

個
ま
で
。

補
助
金
額

い
ず
れ
も
購
入
価
格
の
２
分
の

１
の
額
（
消
費
税
は
除
く
）
で
、

①
は
、
１
個
当
た
り
１
０
０
０

円
ま
で
（
　
円
未
満
は
切
り
捨

１０

て
）、
②
は
、
１
個
あ
た
り
７
５

０
０
円
ま
で
（
　
円
未
満
は
切

１０

り
捨
て
）

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
ご
み
置
場
の
位
置
図

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ラララララララララララララララララララララララララ
カ
ラ
スススススススススススススススススススススススススス
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

よ
け
ネ
ッ
ト
、
生
ご
み
ガ
ー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド

ののののののののののののののののののののののののの
購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
ににににににににににににににににににににににににに
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
ししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててて
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
ししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままま

の
購
入
に
対
し
て
補
助
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
簡
素
で
厳
粛
な
葬
儀
を
提
供

す
る
た
め
に
、
市
営
葬
儀
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、「
富
田

林
市
営
葬
儀
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
衛
生
課
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）。

対
象
者
　
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
人
が
市
民
で
、
市
内
に
お

い
て
葬
儀
を
さ
れ
る
場
合
の
み

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬
儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀

市
営
葬
儀
のののののののののののののののののののののの

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

ご
利
用
をををををををををををををををををををををを

市
営
葬
儀
指
定
業
者

○

安
楽
社
（
甲
田
二
丁
目
９

の
　
）〔

　
0
0
4
2
〕

１０

（２５）

○
㈲
公
栄
社
（
富
田
林
町
　
の
２４

４
）〔

　
2
0
6
4
〕

（２３）

○

花
仙
葬
祭
（
富
田
林
町
　２４

の
　
）〔

　
2
2
3
8
〕

１７

（２３）

○

花
安（
富
田
林
町
　
の
　
）

１８

１９

〔

　
6
5
2
6
〕

（２３）

申
し
込
み
　
右
記
の
指
定
業
者

の
中
か
ら
選
択
し
、
標
準
プ
ラ

ン
か
簡
易
プ
ラ
ン
の
い
ず
れ
か

を
選
び
、
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
基
本
料
金
に
含
ま
れ
な
い
オ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
を
任
意
に
選
択

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

「
富
田
林
市
営
葬
儀
の
ご
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
、
１
４
９
）

　
最
近
、
収
集
物
が
原
因
と
考

え
ら
れ
る
、
ご
み
収
集
車
の
火

災
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
は
燃
え
る
ご
み
収
集

中
に
、
２
月
に
は
粗
大
ご
み
収

集
中
に
火
災
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
原
因
は
、
中
身
が
残
っ
た
ま

ま
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
な
ど
が
ご
み
に
混
入
さ

れ
、
収
集
時
に
缶
か
ら
漏
れ
た

ガ
ス
に
火
花
が
引
火
し
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
を
捨
て
る
と
き
は
、
必

ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
風

通
し
が
良
く
火
の
気
の
な
い
所

で
穴
を
開
け
、
カ
ン
・
ビ
ン
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
集
車
の
火
災
事
故
は
機
械

の
損
傷
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
身

を
傷
つ
け
る
重
大
な
事
故
（
爆

発
事
故
な
ど
）
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
開
け
て
か
ら

カ
ン
・
ビ
ン
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
！

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）



１２

・
申
込
家
族
全
員
（
申
込
本
人

と
同
居
人
）
の
収
入
を
含
め
た

計
算
後
の
月
収
額
が
　
万
８
０

１５

０
０
円
以
下
の
人

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
裁

量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
の
世
帯
）
に
該
当
す

る
人
で
、
計
算
後
の
月
収
額
が

　
万
８
０
０
０
円
を
超
え
　
万

１５

２５

９
０
０
０
円
以
下
の
人
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す

⑥
申
込
者
が
独
立
の
生
計
を
営

む
人
で
家
賃
、
共
益
費
を
払
う

こ
と
が
で
き
る
人

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
６
項
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い

人※
親
子
等
近
居
募
集
は
、

介
護
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た

め
、
市
営
錦
織
住
宅
に
つ

い
て
は
第
二
中
学
校
区
内

に
、
市
営
若
松
団
地
に
つ

い
て
は
第
一
中
学
校
区
内

に
、
親
族
が
居
住
し
て
お

り
、
近
居
す
る
こ
と
に
よ

り
双
方
の
利
益
が
見
込
ま

れ
る
世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
募

集
に
つ
い
て
は
、
地
域
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

を
図
る
た
め
、
申
込
者
が

第
一
中
学
校
区
内
に
６
カ

月
以
上
継
続
し
て
居
住
ま

た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
世

帯
に
限
り
ま
す
。

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

②
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
世
帯

④
保
証
人
が
あ
る
人

⑤
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
収
入

基
準
に
合
う
人

市
営
錦
織
住
宅
、

市
営
若
松
団
地
の

入
居
者
を
募
集
し

ま
す

申
込
書
の
配
布
　
４
月
１
日


～
　
日

ま
で
住
宅
政
策
課
、

１５
金
剛
連
絡
所
、
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
、
南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布
（
土
・
日
曜
日
は
除

く
）

申
し
込
み
　
４
月
１
日

～
　１５

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

指
定
の
封
筒
で
郵
送

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）

　
住
民
活
動
災
害
保
障
保
険

は
、
住
民
団
体
が
日
帰
り
で
実

施
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
地
域
で
の
社
会
奉
仕

活
動
中
（
清
掃
活
動
、
防
火
・

防
災
活
動
、
防
犯
活
動
、
社
会

福
祉
活
動
な
ど
）
の
事
故
・
災

害
に
対
し
、
責
任
者
の
賠
償
責

任
や
参
加
者
の
け
が
に
よ
る
入

院
・
通
院
な
ど
の
費
用
を
市
で

 補
  填
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住

ほ
 
て
ん

民
活
動
の
促
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
保
険
に
は
、
市
が
一

括
加
入
し
、
保
険
料
も
市
で
負

担
し
ま
す
。

　
　
年
度
分
の
保
険
加
入
申
請

２７
の
受
け
付
け
は
次
の
と
お
り
で

す
。

保
険
期
間
　
６
月
１
日

～
　２８

年
６
月
１
日


加
入
で
き
る
団
体
　
活
動
拠
点

が
市
内
に
あ
り
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
５
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
（
指
導
者
お
よ
び
育
成

者
は
市
外
在
住
で
も
可
）

保
険
の
内
容

《
賠
償
責
任
保
険
》

・
限
度
額
＝
被
害
者
１
人
に
つ

き
２
０
０
０
万
円
、
１
事
故
に

つ
き
１
億
円
（
免
責
１
万
円
）

《
傷
害
保
険
》

・
死
亡
＝
２
０
０
万
円

・
後
遺
障
害
＝
６
～
２
０
０
万
円

・
入
院
＝
１
日
１
５
０
０
円

・
通
院
＝
１
日
１
０
０
０
円

※
入
院
、
通
院
は
事
故
日
よ
り

対
象
で
す
。
入
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
、
通
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
以
内
で
通
院
日
数
　９０

日
間
が
限
度
で
す
。

※
自
ら
の
娯
楽
な
ど
を
目
的
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
、
文
化
・
親

睦
活
動
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日

ま
で

１５

に
、
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
昨
年
度
の
活
動
実
績

（
活
動
回
数
と
活
動
人
数
を
ま

と
め
た
資
料
）
と
今
年
度
の
活

動
予
定
を
添
え
て
、
市
民
協
働

課
ま
た
は
各
団
体
の
関
係
す
る

部
署
へ
　
※
初
め
て
加
入
申
請

さ
れ
る
団
体
は
、
会
員
名
簿
を

併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保住民活動災害保障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険ののののののののののののののののののののの加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入保険の加入申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請をををををををををををををををををををををを
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
宅
地
建
物
取
引
な
ど
の
場

で
、
同
和
地
区
で
あ
る
か
ど
う

か
を
尋
ね
た
り
、
同
和
地
区
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
宅
地
建
物

や
め
よ
う

　
住
ま
い
の
差
別

を
購
入
し
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
は
差
別
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
人
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
、
女
性
で
あ
る
と
い
う

理
由
だ
け
で
入
居
を
断
る
こ
と

も
差
別
と
な
り
ま
す
。

　
住
ま
い
の
差
別
を
な
く
し
、

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
ま
ち
を
、
私
た
ち
み
ん
な
の

力
で
築
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）



１３

市勤労者共済会にご入会ください

　市勤労者共済会では、中小企業で働く人の福利

厚生を支援しています。

　運営事務費などは市が負担し、会員の皆さんか

らの会費は全て福利厚生などの事業に還元されま

すので、ぜひご入会ください。

事業内容

《給付》　会員の結婚・出産などに対する祝い金

など

《健康》　人間ドックなどに対する費用の補助

など

《福利厚生》　各種チケットの割引価格での販売、

宿泊施設費用の補助、バスツアーなど

対象者　市内在住・在勤の勤労者、市内事業所・

商店などの事業・商店主および従業員

会費　入会金２００円、月額８００円

問い合わせ　商工観光課内勤労者共済会（内線４８１）

　
文
化
振
興
基
金
の
収
益
金
を

運
用
し
て
、
市
の
文
化
振
興
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
文
化
事

業
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
助
成
額
は
、
飲
食
費
な
ど
を

除
く
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
上
限
　
万
円
で
す
。

２０

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
業
で
、　

年
３
月
　
日

ま

２８

３１

で
に
実
施
し
、
確
認
書
類
を
提

文化事業を

　助成します

出
で
き
る
事
業
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
団
体
結
成
後
の
節
目
（
　
周
１０

年
な
ど
）
に
文
化
の
振
興
に
著

し
く
寄
与
す
る
事
業
を
実
施
す

る
と
き

■
団
体
が
文
化
の
振
興
の
た
め

に
、
特
に
意
義
が
あ
る
事
業
を

実
施
す
る
と
き

■
市
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
と

市
内
文
化
団
体
が
協
働
し
て
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
を

実
施
す
る
と
き

申
し
込
み
　
社
会
教
育
課
（
青

少
年
セ
ン
タ
ー
）〔

　
１
４
５

（２４）

１
〕
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
４
月
　３０

日

ま
で
に
同
課
へ
　
※
申
請

書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課

の
ペ
ー
ジ
「
社
会
教
育
課
」
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

年
２
回
「
交
通
安
全
講
習
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
一
人
一
人
が
交
通
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学

び
、
実
践
す
る
た
め
に
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
交
通
安
全
講
習
会

を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
程
な
ど
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

※
い
ず
れ
も
　
分
前
よ
り
受
け

３０

付
け
開
始
で
す
。

※
全
て
の
会
場
で
手
話
通
訳
が

付
き
ま
す
。

※
運
転
者
講
習
受
講
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
ののののののののののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

の
交
通
安
全
講
習
会
をををををををををををををををををををををを

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
近
年
、
公
共
交
通
の
衰
退
が

各
地
で
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

毎
年
た
く
さ
ん
の
鉄
道
や
バ
ス

の
路
線
が
減
便
や
廃
線
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
公
共

交
通
機
関
の
利
用
者
は
年
々
減

ＩＣカードを利用

した、路線バスの

割引制度をご利用

ください

少
し
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
４
月
１
日

か
ら
、
市
内
を

走
る
路
線
バ
ス
の
う
ち
、
近
鉄

バ
ス
、
南
海
バ
ス
、
レ
イ
ン

ボ
ー
バ
ス
で「
P
i
T
a
P
a
」

や
「
I
C
O
C
A
」
な
ど
の
交

通
系
I
C
カ
ー
ド
が
利
用
で
き

ま
す
。

●
さ
ま
ざ
ま
な
割
引
制
度

　「
P
i
T
a
P
a
」を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
レ
イ
ン
ボ
ー
バ

ス
と
近
鉄
バ
ス
で
は
、
毎
月
２

０
０
０
円
を
超
え
た
利
用
額
の

　
㌫
が
、
南
海
バ
ス
で
は
、
１

１０回
の
乗
車
ご
と
に
利
用
額
の

　
・
７
㌫
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

１０そ
の
他
、
南
海
バ
ス
で
は
頻
繁

に
利
用
さ
れ
る
人
に
便
利
な
登

録
型
の
割
引
制
度
や
南
海
バ
ス

同
士
の
乗
り
継
ぎ
時
に
全
て
の

I
C
カ
ー
ド
で
利
用
で
き
る
乗

り
継
ぎ
割
引
制
度
が
あ
り
ま

す
。
　
ま
す
ま
す
便
利
に
な
っ
た
路

線
バ
ス
を
、
ぜ
ひ
I
C
カ
ー
ド

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
I
C
カ
ー
ド
の
ご
利
用
方
法

や
割
引
制
度
な
ど
詳
し
く
は
、

各
路
線
バ
ス
事
業
者
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
近
鉄
バ
ス
、
レ

イ
ン
ボ
ー
バ
ス
に
つ
い
て
は
近

鉄
バ
ス
㈱
八
尾
営
業
所
〔

0

7
2
（
9
4
9
）
4
6
8
1
〕、

南
海
バ
ス
に
つ
い
て
は
南
海
バ

ス
㈱
営
業
課
〔

0
7
2
（
2

2
1
）
0
7
8
1
〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１４

東板持町　

　畑本　 花  連 ちゃん（３歳９カ月）
か れん

　　　　 大  輝 ちゃん（６カ月）
だい き

強く　たくましく　優しく　元気に　

大きく輝いてね

廿山　

　竹川　 日  葉  里 ちゃん（４歳）
ひ よ り

　　　　 生  真 ちゃん（１歳８カ月）
いく ま

思いやりのある人になって下さい

青葉丘　

　田中　 綾  乃 ちゃん（０カ月）
あや の

お風呂が大好き　ポカポカあったか

いい湯だな～♪

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。

荒尾 シヅさん（荒尾　シヅさん（３３月３日生まれ月３日生まれ））田村 ちくさん（田村　ちくさん（２２月２８月２８日生まれ日生まれ））

1
0
0
歳

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

松浦 よねさん（松浦　よねさん（３３月１０月１０日生まれ日生まれ））

　わが家のアイドル（対象年齢は４歳未

満、兄弟・姉妹と一緒に写っている写真

でも可）は、写真の裏に、名前（ふりが

な）と撮影時の年齢（月齢）を記入し、

メッセージ（20字程度）を添えて、封書

で応募してください。なお、今応募され

た場合、掲載は約２カ月後になります。

宛先　５８４-８５１１常盤町１の１

　　　富田林市役所情報公開課広報係

髙田 ハルさん（髙田　ハルさん（３３月２月２日生まれ日生まれ））

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
号
の
「
俳
句
」
は
４
月
　
日

、
７
月

３０

号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
中
心
」）
は
５
月
　
日
３１


、
８
月
号
の
「
短
歌
」
は
６
月
　
日

ま
で

３０

に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

玉
手
箱
開
け
て
年
金
も
ら
う
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
高
辺
台
　
　
　
　
児
玉
　
暢
夫

∧
選
評
∨
年
金
受
給
者
の
溜
息
と
嘆
き
が
近
年
著
し

く
聞
え
る
、
受
給
者
の
増
加
も
然
る
事
な
が
ら
心
身

の
自
由
が
束
縛
さ
れ
、
詰
る
所
は
生
き
る
こ
と
へ
の

夢
と
希
望
は
暗
闇
に
引
き
込
ま
れ
る
不
安
を
抱
え

る
。
そ
し
て
身
も
心
も
枯
渇
す
る
の
で
す
。

留
学
生
泊
め
て
我
が
家
も
開
国
し

　
　
　
　
　
　
　
　
小
金
台
　
　
　
　
　
粟
田
　
昌

ど
の
花
も
胸
襟
開
く
野
の
 矜
 

き
ょ
う

 持
 
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
不
動
ケ
丘
町
　
　
山
野
　
寿
之

開
運
の
お
守
り
よ
り
も
玉
の
汗

　
　
　
　
　
　
　
　
向
陽
台
　
　
　
佐
々
木
　
七
朗

全
開
の
窓
辺
で
 燥
 ぐ
春
の
風

は
し
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
甲
田
　
　
　
　
　
岸
本
　
慶
子

開
き
直
る
ま
で
は
い
つ
も
の
道
草

　
　
　
　
　
　
　
　
山
手
町
　
　
　
　
笹
原
　
秀
計

窓
開
け
て
今
日
一
日
の
風
を
吹
う

　
　
　
　
　
　
　
　
不
動
ケ
丘
町
　
堀
内
　
き
み
子

簡
単
に
開
く
扉
は
よ
く
し
ゃ
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
吟

※
５
月
号
は
「
短
歌
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
３
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

３１

富
柳
会
　
池
　
森
子
選

　
　
今
月
の
宿
題
「
開
く
」
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が
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ル



１５

■認知症サポーターとは

　認知症サポーターとは、認知症の基本的な知識を

持って、認知症の人やその家族の気持ちを理解し、地

域での生活を応援する人のことです。

■認知症サポーターにはどうすればなれるの

　認知症サポーターになるためには、認知症サポー

ター養成講座を受講する必要があります。

　対象者は、市内在住・在勤の人です。また、１０人以

上のグループで申し込んでいただくと現地まで出向い

て、同養成講座を開催しています。

　同養成講座の受講料は無料で、受講時間は１時間～

１時間３０分程度です。内容は、キャラバン・メイト

（同養成講座の講師）による話をはじめ、映像やペープ

サート（紙人形劇）などを通して認知症の症状や認知

症の人への接し方を分かりやすく理解できるものと

なっています。

　また、同養成講座を受講された人には、認知症サポー

ターの証であるオレンジリングを、お渡ししています。

　本市では、町会（自治会）や老人会、地区福祉委員

会、小・中学校、介護保険事業所、スーパーなど、市

内各所で、同養成講座を開催しており、２６年１２月時点

で、６２０９人の認知症サポーターが誕生しています。　

■認知症サポーターになったら

　認知症の人やその家族への対応は、一様ではありま

せん。認知症サポーターになったことをきっかけにし

て、認知症の人やその家族に何ができるか考えてみま

しょう。

　また、認知症は、誰もがなる可能性のある病気です。

他人事として無関心でいるのではなく、自分たちの問

題であるという認識を持つことが大切です。

　本市では、２５年度から新たに「第２次富田林市認知症

対策５カ年計画（ＭＥＥＴ★富田林　推進プラン）」を

策定し、認知症フォーラムや研修などを開催していま

す。この機会に、同養成講座を受講していただき、認

知症についての理解を深め、認知症の人やその家族が、

地域で穏やかに過ごせるよう、手助けの輪を広げてい

きましょう。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　高齢介護課（内線１９７）

地地球球ににややささししいい省省エエネネラライイフフ
入
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
視
聴
す
る
テ
レ
ビ
番
組

を
厳
選
し
、
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

◆
電
気
製
品
の
主
電
源
が
入
り
っ

放
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
！

　
電
気
製
品
の
待
機
消
費
電
力

は
、
決
し
て
小
さ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
　
リ
モ
コ
ン
で
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ

て
い
て
も
電
力
を
消
費
す
る
機
器

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
電
気
製

品
の
主
電
源
は
、
こ
ま
め
に
切
り

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
電
気
製
品
を
長
時
間
使

用
し
な
い
と
き
は
、
コ
ン
セ
ン
ト

を
抜
く
か
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
か

ず
に
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
（
延
長

コ
ー
ド
）
の
ス
イ
ッ
チ
で
接
続
を

切
る
な
ど
、
待
機
消
費
電
力
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

　　
み
ど
り
環
境
課（
内
線
４
３
２
）

　
今
、
地
球

温
暖
化
が
深

刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を

解
決
し
て
い

く
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
の

大
量
生
産
・

消

費
・
廃

棄

型
の
暮
ら
し

を
根
本
的
に
見
直
し
、
限
り
あ
る

資
源
を
節
約
し
、「
地
球
に
や
さ
し

い
省
エ
ネ
ラ
イ
フ
」
を
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
省
エ
ネ
ラ
イ
フ
目
標
！

◆
不
必
要
な
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
放

し
を
控
え
ま
し
ょ
う
！

　
見
る
必
要
の
な
い
と
き
に
も
、

テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ま
ま
に
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

　
時
計
代
わ
り
や
、
見
て
は
い
な

い
の
に
な
ん
と
な
く
ス
イ
ッ
チ
を

「アイドリング・ストップ」「毎月20日はノーマイカーデー」　
地球温暖化防止対策の一環として、アイドリング・ストップなどの経済運転にご協力ください。

　
　
地
球
が
大
変
で
す
　!!
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ト
ピ
ッ
ク
ススススススススススス

　３月５日、大相撲春場所に向けて、中野町東

に部屋を構えている錦戸部屋の錦戸親方らが市

役所を訪れました。

　本市に部屋を構えて今年で10年目というこ

とで、錦戸親方は「富田林の皆さんは本当によ

くしてくださる。稽古には毎年地域の子どもた

ちも見に来てくれてとても励みになる」と話さ

れました。多田市長は、「錦戸部屋の力士のさら

なる活躍を応援しています」と激励しました。

■■頑張れ！錦戸部頑張れ！錦戸部屋屋

　３月14日～15日、富田林寺内町周辺で、じな

いまち四季物語2015「春」じないまち 雛 めぐり
ひな

が開催されました。14日の午前中はあいにくの

雨でしたが、午後から晴れ間が広がると、雨に

ぬれないようしまわれていたおひなさまも、民

家の軒先や町角に数多く飾られました。

　また、着物姿での来訪者も多く、訪れた人た

ちはお気に入りのおひなさまを探しながら、風

情ある寺内町での散策を楽しんでいました。

■■おひなさまを巡って町歩おひなさまを巡って町歩きき

　３月８日、第32回石川大清掃が実施されました。当日は、6000人を超える市民の皆さんの参加が

あり、約47.5㌧のゴミが集められました。

　また、石川の支流でも、１日と８日の両日に各地域で清掃が実施されました。参加していただい

た皆さん、ありがとうございました。

■■石川をキレイに石川をキレイに！！

１６



■つきたての餅はおいしい～

　３月３日、寺池台小学校で、餅つき大会が開

催されました。

　当日は、ボランティアグループや保護者の協

力で、児童全員が餅をつきました。

　きねを持った児童の周りからは、「よいしょ、

よいしょ」と大きな声が掛かり、みんなで力を

合わせてついたお餅は、ふんわりと出来上がり

ました。完成後に、きな粉をまぶしたお餅は、

やわらかそうで、とてもおいしそうでした。

■手話と笑いを交えて

　２月23日、人権文化センターで、人権講座

「むすんでつなげる縁結び～いつもこころに逢

い・ラブ・遊～」が開催されました。

　 楽 
らく

 語 家の交遊亭　楽笑さんの手話と笑いを交
ご

えた話に会場は笑顔に包まれ、受講生は「人権

のことを見直す良い機会になりました。また、

思い切り笑えてストレスの解消にもなりまし

た」と話されていました。

　２月15日、エコール・ロゼで、「第10回市民

活動わくわく広場 in とんだばやし（ひろとん）」

が開催されました。

　当日は、主に市内で活動するＮＰＯや地域団

体など約50団体がブースを設置し、日頃の活動

の様子を紹介しました。また、元気なまちづく

りモデル事業報告会やステージでの発表なども

あり、会場は来場者でにぎわっていました。

■市民公益活動をアピール！

１７

■地震を知り、地震に備える

　２月27日、中央公民館で、「地震を知る～関

西の地震と防災の心得～」が開催されました。

　これは、関西を襲う恐れのある地震の仕組み

や防災の基本を学んでもらおうと実施されたも

の。

　当日は、地震や津波が起こる仕組みをはじめ、

いつ起こるか分からない地震から命を守るため

の事前の備えや緊急地震速報が発表された際の

心得などを学びました。



１８

保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２７年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

セット健診（特定健康診査な

どとがん検診）を実施します

　特定健康診査などとがん検診を同時

に受けることができるセット健診を富

田林病院健診センターと新堂診療所で

実施します。なお、がん検診は胃・肺・

大腸がんの検査です。

①富田林病院健診センター

とき　５月～２８年３月の月～土曜日の

午前中（第３・５土曜日、祝日、年末

年始は除く）　

対象者　満４０～７４歳の人

※特定健康診査の対象者に限ります。

※がん検診は胃・肺・大腸がんの検査

を３つ同時に受診する人に限ります。

②新堂診療所

とき　９月９日、１８日のいずれも

午前中　

対象者　満４０歳以上の人

※後期高齢者医療健康診査、基本健康

診査も受診可。

※がん検診は３つの検査から希望する

検査を選んで受けることも可能です。

費用　いずれも市国民健康保険加入の

人は無料　※その他の健康保険組合に

加入の人は、ご加入の健康保険組合へ

お問い合わせください。

申し込み　いずれも４月８日、午前

９時～、保健センター〔(２８)５５２０〕

へ

保健センターアルバイト募集

職種　助産師

※勤務時間や業務内容など、詳しくは

お問い合わせください。

申し込み　事前に電話で連絡の上、履

歴書に資格証明書の写しを添えて保健

センター〔(２８)５５２０〕へ

富田林病院助産師・看護師募

集

職種　助産師、看護師（いずれも正規

職員）

※勤務形態など詳しくはお問い合わせ

ください。

申し込み　電話またはＥメールで富田

林病院総務課〔(２９)１１２１・Ｅメール

jinji@tonbyo.org〕へ　

※見学も随時受け付けしています。



１９

 

プレ・ママパパ教室

とき　５月１８日、６月３日、午後

１時～３時３０

分、６月７日

、午前９時

１５分 ～ 正 午

（全３回）

ところ　保健

センター

内容　妊娠中の過ごし方、歯の話、子

育て支援サービスの紹介、妊婦疑似体

験、 沐  浴 実習、交流会など
もく よく

対象者　妊娠中の人とその家族

定員　２５組（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　４月６日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

講座･催し
ペアレントトレーニング講座
説明会

　ＡＤ／ＨＤなどの発達障がいのある

子どもたちの行動を理解し、適切なサ

ポート方法を学んだり、保護者が子ど

もとともに成長できる子育て方法を学

んだりできる「ペアレントトレーニン

グ講座」の説明会を開催します。

とき　４月２２日、午前１０時３０分～（受

け付けは午前１０時～）

ところ　人権文化センター

定員　３０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　４月８日、午前９時～、

市人権教育・啓発推進センター〔・

(２０)０２８５・Ｅメールthrea@biscuit.ocn.

ne.jp〕へ

※同説明会を受講した人から優先的に

５月から開催予定の「ペアレントト

レーニング講座」が受講できます。



子育て講座

●ミニ遠足

とき　５月８日、午前１０時～　

ところ　藤沢台公園

定員　１５組（申し込み先着順）

持ち物　弁当、飲み物（お茶）など

※詳しくはお問い合わせください。

申し込み　４月２４日～、金剛東保育

園〔(２９)１６００〕へ

富貴の里保育園内                 
子育て支援センターの催し

●ヤングママ＆プレママ集まれ！

とき　４月１０日、午前１０時～１１時３０分

ところ　富貴の里保育園内子育て支援

センター

内容　参加者同士の交流会

対象者　２４歳までの妊娠中の人または

育児中の母親とその子ども　

定員　１０組（申し込み先着順）

申し込み　４月６日～、同支援セン

ター〔(２８)７３６４〕

梅の里保育園内　　　　　　
子育て支援センターの催し

●スマイルルーム（親子教室）

とき・対象者　①５月１２日～、原則火

曜日＝パピークラス（平成２３年４月２

日～２５年４月１日に生まれた子どもと

その親）、②５月１日～、原則金曜日

＝バニークラス（平成２５年４月２日～

２６年４月１日に生まれた子どもとその

親）、③５月１４日～、原則木曜日＝ハ

ニークラス（３カ月～満１歳までの子

どもとその親）

※いずれも午前１０時～１１時３０分（①②

全１０回、③全５回）

ところ　梅の里保育園内子育て支援セ

ンター

内容　親子のふれあいと遊び、友達づ

くり

定員　①②各２０組、③１０組

申し込み　４月１７日（必着）までに、

往復はがきに住所、親子の氏名（ふり

がな）、子どもの生年月日、性別、電話

番号、アレルギーの有無（有の場合そ

の内容）を記入し、５８４-０００１梅の里

一丁目２の５　同支援センター〔(２３)

４５５５〕へ（申し込み多数の場合抽選）

２０

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。

幼児教育センターの催し

●コアラの広場、おひさま広場

　就園前の子どもを持つ保護者の子育

て支援を実施しています。

・コアラの広場

とき　毎週火・金曜日（祝日は除く）、午

前１０時～正午

内容　親子で楽しむ触れ合い遊びなど

対象者　２～３歳児とその保護者

・おひさま広場

とき　毎週月・木曜日（祝日は除く）、午

前１０時～正午

内容　親子で楽しむ触れ合い遊びなど

対象者　２～３歳児とその保護者

●室内の開放・貸し出し

　就学前までの子どもとその保護者を

対象に室内の

開放と貸し出

しを実施して

います。

とき　毎週月

～金曜日、午

前９時～午後５時（水曜日の正午～午

後５時、祝日は除く）

内容　親子での遊び、友達づくりなど

問い合わせ　富田林幼稚園内同セン

ター、青葉丘幼稚園内同センター

※各センターの電話番号などは下表に

記載。



  

児童扶養手当の支払月です

振込日　４月１０日

支払内容　２６年１２月～２７年３月分

　受給されている人は、口座の入金を

確認してください（口座、支給月額は

児童扶養手当証書に記載されていま

す）。

　なお、手当てを受けている人が婚姻

（事実婚を含む）や死亡、日本国内に

住所を有しなくなった場合や、公的年

金を受けることができるようになった

場合など、受給のための申請内容と

違った現況になった場合は、必ず届け

出をしてください。

　届け出をされないまま手当てを受け

ていると、手当額を返していただくこ

とがありますのでご注意ください。

　また、氏名、住所、金融機関などを

変更されたときも忘れずに届け出をし

てください。詳しくは、児童扶養手当

証書をご覧ください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０３）

児童扶養手当・特別児童扶養
手当月額が改定されました

　児童扶養手当・特別児童扶養手当の

手当月額が、今年４月分から次のとお

り改定されました。

支給手当月額

●児童扶養手当　

全部支給＝４万２０００円、一部支給＝４

万１９９０円～９９１０円　

※ただし、第２子は５０００円、第３子以

降は１人につき３０００円加算されます。

●特別児童扶養手当　

１級（重度障がい児）＝５万１１００円、

２級（中度障がい児）＝３万４０３０円

問い合わせ　こども未来室（内線２０３、

２０４）

児童福祉
 

親子ふれあい事業（１学期編）

①親子で体操編　

とき　５月１８日～７月６日の毎週月曜

日、午前１０時～１１時３０分（全８回）

内容　ボールやフープなどを使った運

動やリズム体操などで楽しく体を動か

す　定員　２５組５０人（託児あり）

②親子トランポリン編

とき　５月８日～６月１２日の毎週金曜

日、午後３時３０分～５時（全６回）

内容　基本的なジャンプを親子で練習

定員　１０組２０人（託児あり）

親子水彩画編

とき　６月６日～２７日の毎週土曜日、

午前９時３０分～１１時３０分（全４回）

内容　赤・青・黄・白色だけを使って

水彩画の基礎を学ぶ　定員　１６人

④たのしい科学編

とき　６月６日、７月４日、９月

５日、１０月３日、１１月７日、いず

れも午後２時～３時３０分（全５回）

内容　いろいろな実験を通して科学へ

の興味を養う　定員　３０人

⑤子育てサロンⅠ

とき　５月１３日～７月２２日の毎週水曜

日（７月８日を除く）、午前１０時～正午

（全１０回）

内容　簡単な心理学を学び、子育てを

楽しむ　定員　２０人

ところ　児童館　

対象者　市内在住・在勤・在学で①平

成２３年４月２日～２５年４月１日生まれ

の子どもと保護者、②平成２１年４月２

日～２３年４月１日生まれの子どもと保

護者、③小学生と保護者（小学生だけ

の参加も可）、④小学生（保護者の参加

も歓迎）、⑤子育て中の保護者

参加費　無料（③のみ教材費５００円実

費）

申し込み　４月６日～１３日までに

児童館へ（電話申し込み可）　

※定員を超えた場合は１４日、午前１０

時に抽選し、結果ははがきでお知らせ

します。ただし、定員に満たなかった

場合は、引き続き受け付けます。

講座･催し
乳幼児クラブ

　子育て中の保護者と子どもたちが安

心して集える活動です。

①乳児グループＡ（０～２歳未満）

とき　４月２２日～９月１６日の水曜日

②乳児グループＢ（０～２歳未満）

とき　４月２４日～９月１８日の金曜日

③幼児グループ（２歳以上）

とき　４月２３日～９月１７日の木曜日

④金剛幼児グループ（２歳以上）

とき　４月２７日～９月１４日の月曜日

※いずれも午前１０時～１１時３０分、祝日

は除きます。　

※３週間に一度、①～③は火曜日、④

は月曜日にワークショップ（参加型の

親育ち講座）を開催します。　

ところ　①～③児童館、④保健セン

ター　

内容　手遊び、絵本の読み聞かせ、友

達づくりなど

対象者　０歳から就学前の子どもと保

護者。兄弟姉妹を連れての参加可（そ

の場合は、年長の子どものグループで

申し込んでください）　

定員　①②各２０組、③④各２５組

参加費　無料（ただし、保護者の活動

に必要な費用は実費）

申し込み　４月１日～８日までに

児童館へ（電話申し込み可）　※申し込

み多数の場合抽選。ただし、この活動

に初めて参加する人を優先します。

ミュージック・ケア（音楽療法）

講座

　親子で一緒に楽しみながら成長して

いける子育て支援講座です。

とき　５月１３日～、月２回程度、午

後５時～６時　※詳しい日程はお問い

合わせください。　

ところ　けあぱる

内容　音楽に合わせリズムを取りなが

ら楽しくお互いの意思疎通を図る

対象者　５～１５歳の子どもとその親　

定員　５０組（申し込み先着順）

参加費　１回１０００円

申し込み　４月８日～１４日までに

山口さん（市人権教育・啓発推進セン

タ ー）〔・(２０)０２８５〕へ（電 話・

ファクス申し込み可）
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参加費　無料

申し込み　①は４月６日～１６日、

②は５月７日～２１日までに社会教

育課へ（電話申し込み可）

４月１日から消費者相談の時
間を延長します！

　消費者被害が複雑化していることか

ら、より一層の消費者相談の充実を図

るため、４月１日より、相談受け付

け時間を延長します。新しい時間は次

のとおりです。

　また、本市の消費者相談は、本市在

住の人だけではなく太子町、河南町、

千早赤阪村に在住の人も相談を受ける

ことができます。

　なお、電話での相談も受け付けてい

ます。

とき　月～金曜日　午前９時～正午、

午後１時～４時（祝日・年末年始を除

く）

ところ　市役所１階７番窓口奥

問い合わせ　市消費者相談室（内線１８６）

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

 

引きこもり相談窓口

　市内在住の１５歳（中学校卒業後）か

らおおむね３９歳までの人で引きこもり

などに悩んでいる人とその保護者を対

象に、カウンセラーによる相談を実施

します。

とき　①４月２３日、②５月２８日、

いずれも午後１時～２時３０分、午後２

時３０分～４時　

ところ　青少年センター　

定員　各１人（申し込み先着順）　

相　談

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日は休み）



公共下水道が使えます

　３月３１日から、次の各地域のうち、

すでに公共ますなどが設置されている

世帯については、新たに公共下水道（汚

水）が使えるようになりました。

対象地域　宮町二・三丁目、旭ケ丘町、

錦織中二丁目、彼方、山手町、西板持

町三・六・八丁目、東板持町一～三丁

目、若松町東一丁目、須賀二丁目、伏

山三丁目の各一部

◎１日も早く水洗化工事を　公共下水

道が使える地域の皆さんは、トイレや

風呂、台所、洗濯などの家庭から出る

排水を公共下水道に流さなくてはなり

ません。そのため、トイレの水洗化や

生活雑排水を公共下水道に流すための

改造・接続工事をしてください。工事

に必要な費用については、無利子の融

資あっせん（法人は対象外）をしてい

ますのでご利用ください。　

※工事は必ず本市の指定する排水設備

工事指定業者に依頼してください。

※市街化調整区域の世帯は１ますにつ

き１２万円の市街化調整区域下水道分担

金が必要です。

◎下水道に切り替えると　清潔な水洗

トイレを使用でき、また溝へ汚れた水

を流さなくなるので、街の美化や川の

水質改善にもつながります。

問い合わせ　下水道課（内線２６２）

 　

27年度介護保険料                
仮決定通知書を送付します

　６５歳以上の人（第１号被保険者）の

２７年度分保険料は、２６年中の所得金額

と世帯の課税状況を基に決定します

が、４月１日現在ではその所得が確定

していないため４～６月分（特別徴収

の場合は４・６・８月分）の保険料に

ついては、昨年度の保険料段階を基に

仮決定します。

　仮決定通知書は４月上旬に送付しま

す。納付方法など詳しくは右表「介護

保険料・国民健康保険料の仮決定通知

書が届いたら」をご覧ください。

問い合わせ　高齢介護課（内線１７５、１７６）

介護保険

 

貯水槽水道の設置者と利用者
の皆さんへ

　ビルやマンションなどに設置されて

いる貯水槽水道（受水槽方式）は、設

置者や管理者が適正に管理し、衛生的

な水を給水しなければなりません。

　貯水槽水道設置者は、次のことを実

施してください。

①貯水槽の清掃…１年に１回以上、定

期的に清掃してください。

②貯水槽の点検…水槽のひび、水槽内

への異物の混入がないかなど、定期的

に点検してください。

③水質検査の実施…各家庭などの蛇口

から出る水の色、濁り、におい、味な

どに異常がないかを確認し、異常が

あったときは、必要な水質検査をし、

安全確認をしてください。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）

私道における下水道整備

　本市では、トイレの水洗化、生活雑

排水の適正な処理を図るため、一定の

条件に該当する私道について、土地所

有者および沿道の皆さんの申請によ

り、市の費用で公共下水道管を敷設し

維持管理をします。

主な敷設条件

・公共下水道の事業計画区域にあり、

その一端が公共下水道に接続が可能な

こと

・原則として幅員１.２以上で一般の

通行に使われており、下水道管を敷設

できること

・公共下水道を利用する建物が２戸以

上あること（同一敷地で同一所有者の

建物は１戸になります）

・公共下水道を利用することになる全

ての人が公共下水道管の敷設を要望し

ていること

・土地所有者が公共下水道管の敷設お

よび利用することとなる人の使用を承

諾していること

※詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　下水道課（内線２６８）

上下水道
 

27年度国民健康保険料　　
仮決定通知書を送付します

　国民健康保険加入世帯の２７年度分保

険料は、２６年中の所得金額を基に決定

しますが、４月１日現在ではその所得

が確定していないため４～６月分（特

別徴収の場合は４・６・８月分）の保

険料を昨年度の保険料を基に仮決定し

ます。

　仮決定通知書は４

月中旬に送付しま

す。納付方法など詳

しくは下表「介護保

険料・国民健康保険

料の仮決定通知書が届いたら」をご覧

ください。

　保険料を正しく決定するには、世帯

の所得状況を把握する必要がありま

す。所得のない人であっても、所得申

告をしていないと保険料の軽減判定が

できないことがありますので、必ず所

得申告をしてください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５１、

１５５）

国民健康保険
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特別障がい者手当・障がい児
福祉手当の申請を

　日常生活において、常時特別な介護

を必要とする重度の心身障がい者（児）

に対し、特別障がい者手当・障がい児

福祉手当が支給されます。なお、各手

当ての支給月額が、今年４月分から次

のとおり改定されます。

対象者　在宅で常時特別な介護を必要

とする重度心身障がい者（児）

※所得制限などがありますので、詳し

くはお問い合わせください。また、施

設入所者や長期入院されている場合は

支給されません。

支給額　特別障がい者手当＝月額２万

６６２０円、障がい児福祉手当、福祉手当

（経過措置分）＝月額１万４４８０円

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９２、

１９３）

社会参加促進活動　　　　　
ボランティア募集

　社会参加促進活動「ぼーけんじま」

では、障がい（主に知的障がい）のあ

る人の社会参加を支援しています。

　外出活動の付き添いや補助、各種イ

ベントの運営などをしていただけるボ

ランティアを募集しています。

　活動は毎月１～２回（日曜日）で、

年齢や性別を問わず、随時受け付けて

います。

※集合場所から解散場所までの交通費

などは助成します（ただし、昼食代は

実費）。

申し込み　相談支援センターあーる

〔(２０)６５７５・(５５)３１１３・Ｅメールare.

２０６５７５@sfj-osaka.net〕へ

献血にご協力を

とき・ところ　４月２２日、午前１０時

～１１時３０分＝南河内府民センター、午

後２時～４時３０分＝ＰＬ病院

対象者　１８～６９歳で体重が５０㌔以上の

人（６５歳以上の人は６０～６４歳の間に献

血の経験がある人に限ります）

※ただし、男性は１７歳から可。その他

の条件などはお問い合わせください。

問い合わせ　市献血推進協議会（総合

福祉会館内）〔(２５)８２６１〕

 

国民年金保険料が改正

　４月から２８年３月までの国民年金保

険料について、全額保険料は月額１万

５２５０円から１万５５９０円（月３４０円引き上

げ）になりました。

　また、一部免除制度を承認された人

で、４分の１免除は月額１万１４４０円か

ら１万１６９０円（月２５０円引き上げ）、半

額免除は月額７６３０円から７８００円（月１７０

円引き上げ）、４分の３免除は３８１０円か

ら３９００円（月９０円引き上げ）に改正さ

れました。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

会社などを退職された皆さんへ

　日本に住んでいる２０歳から６０歳まで

の人で、会社を退職されて厚生年金保

険の資格を喪失した人や、その人に扶

養されている配偶者は国民年金加入の

手続きが必要です。

　年金手帳と退職年月日を確認できる

書類（離職票、雇用保険受給資格者証

など）、印鑑を持参し、保険年金課⑧番

窓口へお越しください。

　なお、所得が少ない場合や、失業に

より国民年金保険料（月額１万５５９０円）

を納付することが困難になった場合、

申請をして承認されると保険料が全

額、または一部免除（一部納付）され

る制度（世帯主や申請者本人と配偶者

の所得により審査）や、３０歳未満の人

を対象に保険料の納付が猶予される若

年者納付猶予制度（申請者本人と配偶

者の所得により審査）がありますので、

詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５３、

１５４）

国民年金
 

学習サポーター募集

　市立小・中学校で、授業中の指導補

助や休み時間、放課後の学習活動など

をサポートしていただける大学生のボ

ランティアを募集しています。　※活

動時期や時間帯などは、派遣先の学校

と相談の上、決定します。

申し込み　教育指導室に備え付けのボ

ランティア登録用紙に必要事項を記入

し、土・日曜日、祝日を除く午前９時

～午後５時３０分に同室（内線３６５）へ

けあぱる職員・アルバイト募集

①職員　対象者　介護福祉士の資格を

有する人

②アルバイト　対象者　介護福祉士ま

たは介護職員初任者研修以上修了者

（ホームヘルパー２級以上取得者）の

いずれかの資格を有する人

募集人数　①１人、②若干名

※勤務時間や業務内容など詳しくはお

問い合わせください。

申し込み　①は４月１日～、けあぱ

るで配布する受験申込書に写真を貼付

し資格証明書（写し不可）を添えて１０

日までに、②は履歴書に写真を貼付

し、資格証明書（写し不可）を添えて

随時、けあぱるへ

労働基準監督官採用試験

受験資格　昭和６０年４月２日～平成６

年４月１日生まれの人、または平成６

年４月２日以降に生まれた人で大学を

卒業した人（卒業見込み、大学卒業と

同等の資格があると認められる人を含

む）　※詳しくはお問い合わせください。

第一次試験日　６月７日

申し込み　インターネット＝４月１日

～１３日まで人事院ホームページ〔http:

//www.jinji-shiken.go.jp/juken.html〕で

受け付け、郵送・持参＝大阪労働局な

どで配布する受験申込書に必要事項を

記入の上、４月１日～２日（消印

有効）までに、５４０-８５２７大阪市中央

区大手前四丁目１の６７　同労働局総務

課〔０６(６９４９)６４８５〕へ

募　集

各施設の電話番号は３１ページをご覧ください
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固定資産税の『縦覧帳簿の縦覧』
と『課税台帳の閲覧』を実施

縦覧帳簿の縦覧　縦覧帳簿の納税者本

人の土地・家屋の評価額と市内の他の

土地・家屋の評価額を比較できます。

記載内容

◇土地価格等縦覧帳簿＝所在、地番、

地目、地積、価格、市街化区域・市街

化調整区域の別

◇家屋価格等縦覧帳簿＝所在、家屋番

号、種類、構造、床面積、価格、建築年

縦覧できる人

◇土地価格等縦覧帳簿＝市内に土地を

所有している納税者

◇家屋価格等縦覧帳簿＝市内に家屋を

所有している納税者

※いずれも納税管理人、納税者の同居親

族、委任状を持っている代理人でも可。

期間　４月１日～６月１日まで

（土・日曜日、祝日は除く）の午前９

時～午後５時３０分

課税台帳の閲覧　所有者は固定資産課

税台帳を閲覧できます。また、借地人・

借家人なども賃借権などの目的となる

土地・家屋について記載された部分を

閲覧できます。

閲覧できる人

◇納税義務者

◇納税管理人、納税者の同居親族、委

任状を持っている代理人　

◇借地人、借家人など（ただし、権利

関係と有償であることを示す書類が必

要です）

期間　４月１日～２８年３月３１日ま

で（土・日曜日、祝日は除く）の午前

９時～午後５時３０分

縦覧・閲覧に必要な書類など　

・本人確認ができる書類（納税通知書

や運転免許証など）

・納税管理人や納税者の同居親族は閲

覧できますが、代理人が来られる場合

は委任状が必要

・法人名義の物件については、委任状

または申請書に代表印の押印が必要

縦覧・閲覧場所　

課税課（内線１１３～１１６）

税
市税の滞納整理を強化中！

　本市では、２６年度分の市税を含め納

税催告、滞納処分を集中して実施して

います。

　今後も滞納者に対しては、必要に応

じ財産差し押さえなどの厳しい措置を

とることとしています。

　また、税金を納付期限までにお納め

いただけない場合は、督促手数料や延

滞金が加算され、余分に税金を納めな

ければならなくなりますので、納付期

限までに納めてください。

問い合わせ　納税課（内線１２１～１２４）

市税未納の人を対象に休日納
付相談会を実施します

　仕事などの理由により、市役所に普

段来ることができない人は、この機会

にぜひご相談ください。なお、当日の

混雑を避けるため、４月１７日までに

電話で申し込んでください。

とき　４月１９日、午前９時３０分～正

午、午後１時～５時　

ところ　市役所１階納税課

申し込み　納税課（内線１２１～１２４）へ

 

後期高齢者医療制度　　　　
人間ドック費用の一部助成

　府後期高齢者医療広域連合では、被

保険者を対象に、人間ドック受診費用

の一部助成事業（２万６０００円を限度に

年度内１回限り）を実施しています。

　助成には、申請が必要となりますの

で、受診された人間ドックの領収書、

検査結果通知書、被保険者証、助成金

を振り込むための口座番号が確認でき

るもの、印鑑を持参し、福祉医療課で

申請してください。なお、支給は後日

となります。

※人間ドックを受診された人は、申請

されるまでの間、領収書などを大切に

保管してください。

※脳ドックなどのオプション検査費用

は助成の対象になりません。

問い合わせ　同広域連合給付課〔０６

(４７９０)２０３１〕

福　祉

27年度の後期高齢者医療健
康診査受診券を発送します

　府後期高齢者医療広域連合では、府

内在住の被保険者に、「健康診査受診

券」を４月下旬に送付します（年度途

中に被保険者となられる人には、誕生

月の翌月に

送 付し ま

す）。

　受診券に

記載された

有効期限内

に同広域連

合が指定す

る医療機関などで、健康診査を１回の

み無料で受診できます。受診の際は事

前に医療機関などに予約し、受診券と

被保険者証を受診機関の窓口に提示し

てください。

※病院または診療所に６カ月以上継続

して入院している人、特別養護老人

ホーム、介護老人保健施設、養護老人

ホーム、障がい者支援施設などに入所

または入居している人は対象になりま

せん。なお、退院・退所したなど変更

があった場合はお問い合わせくださ

い。

問い合わせ　同広域連合給付課〔０６

(４７９０)２０３１〕

障がい者（児）給付金の申請を

　５月１日～２９日まで、障がい者

（児）給付金の申請を受け付けます。

対象者　４月１日現在、本市に１年以

上居住している人で、身体障がい者手

帳（１～６級）、療育手帳（Ａ・Ｂ１・

Ｂ２判定）、または精神障がい者保健福

祉手帳（１～３級）をお持ちの人で今

年度新しく手続きされる人、振込先の

口座に変更がある人

※昨年度に給付金を受け取られた人

は、手続きの必要はありません。

※市外から、市内の施設に入所してい

る人を除きます。

申し込み　該当する手帳、印鑑、本人

名義の通帳を持って、障がい福祉課ま

たは金剛連絡所へ

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９２、

１９３）

２５
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●詩吟同好会

Ａ市内在住で６０歳以上の人　Ｂ若干名

Ｃ第１・２金曜日、午前１０時３０分～正

午　Ｄ総合福祉会館　Ｅ月額２０００円　

Ｆ・Ｇ西田　和子さん〔(２４)７７３３〕

●富田林撞球クラブ

Ａ市内在住で６０歳以上の人　Ｂ若干名

Ｃ休館日を除く毎日、午前９時～午後

４時３０分　Ｄ総合福祉会館　Ｅ入会金

５０００円、年額２０００円　Ｆ・Ｇ武田　尚

昭さん〔(３４)８２９７〕

●マドレーヌ（お菓子作り）

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ４人　Ｃ第

３木曜日、午前９時～午後１時　Ｄ中

央公民館　Ｅ月額１０００円　Ｆ・Ｇ久保

　孔枝さん〔(２４)８７９３〕（午後５時以降）

がんばった人に花まる！

●第58回南大阪駅伝競走大会結果

《高校男子の部》第３位　ミカエルＡＣ

《中学男子の部》第２位　第一中学校

陸上部

《一般女子の部》第２位　ＴＢタート

ルズＤ

《混成の部》優勝　生野ＡＣ(Ａチーム)

／第３位　明治池中学校陸上部

●キララテニス友の会（テニス）

Ａ経験者　Ｂ５人　Ｃ毎週木曜日、午

前９時～午後１時　Ｄ総合スポーツ公

園テニスコート　Ｅ月額２０００円　Ｆ・

Ｇ堤　聰一さん〔０９０(７３４４)５４４４〕

●Ｐｅａｋ－Ａｉｍ少年団（テニス）

Ａ小学生の男女　Ｂ６

人　Ｃ毎週土曜日、午

後３時～４時３０分　Ｄ

津々山台第２テニス

コート　Ｅ年額１４５０円

（保険代）、月額３０００円　Ｆ・Ｇ門脇さ

ん〔０７２(３６７)７８２０〕

●パーミルこどもサッカー教室

Ａ①小学１～３年生、②小学４～６年

生　Ｂ各２０人　Ｃいずれも毎週火曜

日、午後７時～９時　Ｄいずれも城

中学校体育館　Ｅいずれも入会金１０００

円、月額２０００円　Ｆ・Ｇ森さん〔０９０

(３７０８)７７７８〕

●富田林警察署管内少年柔道・剣道推

進会

Ａ小学３年～中学２年生　Ｂ若干名

Ｃ柔道＝毎週水・金曜日、剣道＝毎週

火・木曜日、いずれも午後５時～７時

Ｄ同警察署柔・剣道場　Ｅいずれも入

会金１０００円、柔道＝月額１５００円、剣道

＝月額１０００円（いずれも３カ月分前納）

Ｆ・Ｇ４月３０日までに同警察署少年

係〔(２５)１２３４〕へ

●市少年少女合唱団

Ａ幼児～高校生の男女　Ｂ２０人　Ｃ毎

週日曜日、午前９時３０分～午後０時３０

分　Ｄ第一中学校、金剛公民館ほか　

Ｅ月額２０００円（行事費など別途実費）　

Ｆ活動場所を問い合わせの上、直接活

動場所へ　Ｇ鷲見さん〔(２１)３６２０〕、

柿本さん〔 ０９０(２１１４)２３８０〕

●金剛書道クラブ

Ａ市内在住・在勤・在学の人　Ｂ若干

名　Ｃ第２・４金曜日、午後６時３０分

～８時３０分　D金剛公民館　Ｅ月額

１２００円　Ｆ・Ｇ豊福　カナエさん〔(２８)

８０１１〕（午前１１時３０分～午後５時）

●書道クラブ（毛筆）

Ａ市内在住・在勤の人　Ｂ５人　Ｃ第

１～３火曜日、午後６時～８時３０分　

Ｄ中央公民館　Ｅ月額２５００円　Ｆ・Ｇ

梶谷　定男さん〔(２３)３９１７〕（午後６

時以降）

●第62回市民体育大会結果

◇少年軟式野球競技の部

《Ａクラス》優勝　向陽ドリームス／

準優勝　ジュニア金剛／第３位　新小

トータス、川西ジュニアーズ

《Ｂクラス》優勝　彼方少年野球クラ

ブ／準優勝　向陽ドリームス／第３位

川西ジュニアーズ、喜志ジャガーズ

《Ｃクラス》優勝　川西ジュニアーズ

／準優勝　新小トータス／第３位　彼

方少年野球クラブ、ジュニア金剛

◇少年サッカーの部

《３年生大会》優勝　富田林太子町Ｊ

ＳＣ／準優勝　大伴ＦＣ／第３位　金

剛ＲＳＦＣ

《４年生大会》優勝　富田林河南ＳＣ

／準優勝　ＴＳＫ金剛ＳＣ（ホワイト）

／第３位　ＴＳＫ金剛ＳＣ（ブルー）

《５年生大会》優勝　富田林常盤ＦＣ

／準優勝　ＴＳＫ金剛ＳＣ（ブルー）

／第３位　ＴＳＫ金剛ＳＣ（ホワイト）

《６年生大会》優勝　

富田林常盤ＦＣ／準優

勝　富田林河南ＳＣ／

第３位　ＴＳＫ金剛Ｓ

Ｃ（ブルー）

《新刊案内》

■小説・エッセイなど

夢をまことに　　　　　　山本　兼一

死んでたまるか　　　　　　伊東　潤

高杉晋作と久坂玄瑞　　　　池田　諭

ネット時代の動画活用講座　

　　　　　　　　　　　　大須賀　淳

赤ん坊は川を流れる　

　　　　　　エルスベツ・イーホルム

関西トレイルランニングコースガイド

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　４月１７日、①午前１０時

１０分～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０

分

金剛図書館　４月９日、③午前１０時

１０分～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０

分、１６日、⑤午前１０時１０分～１０時４０

分、⑥午前１１時～１１時３０分

※①③④は６カ月～１歳未満の乳児と

保護者対象、②⑤⑥は１歳児と保護者

対象（先着各１５組、ハンカチ持参）。

じゅうたん　　　　　　　　
コーナーでのよみきかせ

中央図書館　４月１９日、午前１０時３０

分～１１時

金剛図書館　４月１１日、２５日、午

後３時～３時３０分

おはなし会

①中央図書館　４月１２日、２６日

②金剛図書館　４月１８日、５月２日



③東分室　４月１２日

④喜志分室　４月２６日

※①は午前１０時３０分～１１時、②③④は

午後３時～３時３０分に開催。

※いずれも当日、直接会場へ。



 

●創身会合気道教室

Ａ市内在住で５０～６９歳の人（未経験者）

Ｂ１０人　Ｃ毎週金曜日、午後１時～３

時　Ｄ市民総合体育館柔道場　Ｅ入会

金２０００円、月額３０００円　Ｆ・Ｇ原　靖

之さん〔(２８)４００１〕

●アップル（リズム体操）

Ａ市内在住の人　Ｂ若干名　Ｃ第１～

４火曜日、午後１時～２時３０分　Ｄ市

民総合体育館　Ｅ月額２０００円　Ｆ山本

　喜和子さん〔(２５)４９８８〕　Ｇ間下　

秋野さん〔(３５)１４９５〕

●日本空手道剛士館

Ａ４歳～高校生　Ｂ若干名　Ｃ毎週金

曜日、午後７時～８時３０分　Ｄ藤沢台

小学校体育館　Ｅ入会金２０００円、月額

２５００円　Ｆ・Ｇ北野　剛士さん〔０７２

(３６２)７４８９〕

●須賀シャトルズジュニア（少年軟式

野球）

Ａ小学生の男女　Ｂ多数　Ｃ毎週土・

日曜日、祝日、午前８時３０分～午後５

時３０分　Ｄ伏山台小学校　Ｅ入会金

３０００円、年額１０００円、月額２５００円～３５００

円　Ｆ清水さん〔(２８)７１４５〕　Ｇ福田

さん〔(２４)９０１９〕

●味の会（料理）

Ａ市内在住・在勤の女性　Ｂ６人　Ｃ

第３金曜日、午前１０時～午後１時　Ｄ

中央公民館　Ｅ月額１０００円　Ｆ・Ｇ田

中館　隆子さん〔(２５)０５２８〕（午後４

時以降）

クラブ員募集総合福祉会館講習会・講座

●講習会《市内在住で60歳以上の人

が対象》

①茶道講習会　

とき　毎月第１・３水曜日、午後１時

～３時　

定員　２０人　

②ヨガ講習会（初心者）　

とき　毎週水曜日、午後１時～２時３０

分　

定員　２０人

③ヨガ講習会（経験者）　

とき　毎週水曜日、午後２時４５分～４

時１５分　

定員　２５人

●講座《市内在住・在勤でボランティ

ア活動に関心のある人が対象》

④朗読講座（初級）　

とき　毎月第１金曜日、午前１０時～正

午　

定員　２０人

⑤点字講座　

とき　毎月第１・３土曜日、午前１０時

～正午　

定員　２０人

⑥要約筆記講座　

とき　毎週日曜日、午後１時～４時　

定員　２０人

※いずれも５月～２８年３月に開催（た

だし⑥は８月まで）。

受講料　無料（教材費など実費）

申し込み　４月７日～１４日までに

総合福祉会館へ（電話申し込み不可）

※定員を超えた場合は１６日、午前１０

時に抽選し、結果は全員にお知らせし

ます（ただし、初めて参加する人を優

先）。①～③は重複申し込みできません。

２７

  

かがりの郷手話講座

①手話入門講座、②手話基礎講座

とき　いずれも５月～２８年３月の毎週

土曜日、午後２時～４時

ところ　かがりの郷

対象者　市内在住・在勤でボランティ

ア活動に関心のある人　

定員　各２０人

参加費　無料（教材費など実費）

申し込み　４月７日～１３日までに

かがりの郷へ（電話申し込み不可）　

※定員を超えた場合は１６日、午前１０

時に抽選し、結果は全員にお知らせし

ます（ただし昨年度、開催した同講座

を受講されていない人を優先）。

こども囲碁クラブ

とき　４月１１日～、毎週土曜日（第

１土曜日は除く）、午後２時～３時３０分

ところ　児童館

対象者　幼稚園年長～中学生（初心者

の参加可）　

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　４月６日～、児童館へ（電

話申し込み可）

※同クラブボランティア指導員も募集

しています。

 カルチャー

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠
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サバーファームだより

●イチゴ大福作り　

とき　４月１１日、１２日、１８日、

１９日、２５日、２６日、２９日、午

前１０時３０分～正午、午後０時３０分～２

時、午後２時２０分～３時３０分

定員　各２０人　

参加費　７００円

●サトイモ植え付け体験

とき　４月１８日、１９日、午前１０時

３０分～正午

定員　各３０人　

参加費　無料

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）。

※入園料は別途必要です（ただし、レ

ストランのみご利用の場合は、入園料

なしでご利用いただけます）。

問い合わせ　サバーファーム

  

個別指導のパソコン講座

とき　毎週月・木・土曜日、①午前９

時３０分～１０時４５分、②午前１１時～午後

０時１５分、希望日・時間帯を予約でき

ます（各７５分）

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

内容　パソコン入門、インターネット・

メール、ワード、エクセル、デジタル

カメラ（取り込み、編集）から選択　

定員　各８人（申し込み先着順）

受講料　４回券４８００円、６回券６６００円、

８回券８０００円（別途テキスト代実費、

無料貸し出しもあり）

申し込み　４月６日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９・Ｅメールoffice@

kinkiweb.net〕へ

 カルチャー

けあぱるパソコン講座

①ウィンドウズ７の基礎を学びましょ

う

とき　４月１６日、２３日、３０日、

午前１０時～正午（全３回）

②ウィンドウズ８の基礎を学びましょ

う

とき　５月１４日、２１日、２８日、

午前１０時～正午（全３回）

③ワードを基礎から学びましょう

とき　６月１１日、１８日、２５日、

午前１０時～正午（全３回）

ところ　けあぱる

定員　各３人（申し込み先着順）

参加費　各５０００円（別途テキスト代実

費）

持ち物　ノートパソコン（①はウィン

ドウズ７、②はウィンドウズ８、③は

ワードがインストールされたもの）

申し込み　いずれも４月９日、午前

９時～、けあぱるへ（電話申し込み不

可）　※いずれも４月６日、午前７時

～、けあぱるホームページ〔http://carepal.

or.jp/〕からも申し込みできます（定員

各５人、申し込み先着順）。

自然農法による米・野菜作り 
体験会

　富田林自然農法根っ子の会では、自

然の落ち葉と草で土を作り、米や野菜

を栽培する「自然農法」に取り組んで

います。自然農法を学んで、自分が食

べる米や野菜を作ってみませんか。

①米作りコース

とき・内容　４月２９日＝開校式、も

みまき　※以降の日程は、開校式にて

お知らせします。また、１１月に収穫す

る米３㌔は持ち帰っていただきます。

②野菜作りコース

とき・内容　４月２９日＝開校式、土・

畝作り　※２８年２月まで各月１回程

度、夏・冬野菜の栽培。また、収穫し

た野菜は持ち帰っていただきます。

※いずれも嬉地区の農地で開催、定員

は１５人、参加費は１万５０００円（別途材

料費など実費）。

申し込み　４月１５日（必着）までに、

往復はがきに参加希望コース、住所、

氏名、電話・ファクス番号、メールア

ドレス、志望動機を記入し、５８４-００５６

嬉４４９　高橋　博美さん〔０９０(５６６４)

３３８８〕へ（申し込み多数の場合抽選、

１枚で１コース）　

※家族単位での参加もできますので、

その場合は「家族」と明記し、参加人数

を記入してください。

５月３日～５日に５月３日～５日に、、
ポピー祭りを開催しまポピー祭りを開催しますす



２９

  

ミニコンサートと合唱体験

　市少年少女合唱団では「さんぽ」「ド

レミの歌」など、楽しい歌をたくさん

歌います。みんなで一緒に歌いません

か。

とき　４月１２日、午前１０時３０分～１１時

３０分

ところ　金剛公民館２階ホール

定員　１２０人（当日、直接会場へ）

入場料　無料

問い合わせ　鷲見さん〔(２１)３６２０〕、

柿本さん〔０９０(２１１４)２３８０〕

第65回市民文化祭                
「市民舞踊会」出演者募集

とき　１１月３日

ところ　すばるホール

対象者　市内在住・在勤で５人以上が

出演できる日本舞踊および新舞踊の団

体（指導者を含む）　

定員　１１団体（申し込み先着順）

申し込み　すばるホール、中央・金剛・

東公民館に備え付けの申込書に必要事

項を記入し、４月１１日～２６日まで

（休館日を除く午前１０時～午後５時）

に同ホールへ（電話・ファクス・郵送

申し込み不可）

自然保全活動と自然に親しむ催し

①春の野草を食べる会

とき　４月２９日、午前１０時～午後３時

参加費　３００円

②植物観察会

とき　５月９日、午前９時～午後１時

参加費　３００円

  イベント
  

ヨガ教室

●リフレッシュヨガ

とき　４月１３日～６月２９日の毎週月曜

日（５月４日を除く）、午前９時３０分～

１０時３０分、午前１０時４５分～１１時４５分

定員　各３０人

●やさしいヨガ

とき　４月１３日～６月２９日の毎週月曜

日（５月４日を除く）、午後０時３０分～

１時３０分、午後１時４５分～２時４５分

定員　各３０人

ところ　市民総合体育館

対象者　１８歳以上の人

参加費　１回５００円　※ヨガマットは

無料で貸し出しします。

申し込み　いずれも４月６日～、市

民総合体育館へ（電話申し込み可、申

し込み先着順）

けあぱる子どもスイミング教室

とき　毎週水曜日および金曜日の部＝

①午後４時３０分～５時３０分、②午後５

時３０分～６時３０分、毎週土曜日の部＝

①午後３時３０分～４時３０分、②午後４

時３０分～５時３０分（いずれも月４回）

ところ　ウエルネスけあぱる

内容　①水慣れから背泳ぎまで、②ク

ロール（２５㍍）の練習から４泳法まで

対象者　小学生

定員　各２５人（申し込み先着順、最少

催行人数５人）

参加費　１カ月５０００円

申し込み　休館日を除く午前１０時～午

後７時（日曜日、祝日は午後４時まで）

に、ウエルネスけあぱるで随時受け付け

  スポーツ
③里山ホリデー「里山管理作業」

とき　５月２４日、午前１０時～午後３時

参加費　３００円

④水の生き物観察会

とき　５月３０日、午前１０時～午後３時

参加費　３００円

※いずれも彼方（奥の谷）で実施、開

始時間に瀧谷不動尊駐車場前集合、小

学生以下は無料（ただし保護者同伴）。

弁当（①③④は現地で作ります）、水筒、

④は着替えを持参し、長袖、長ズボン、

帽子、軍手、安全な靴で参加してくだ

さい。当日午前７時の天気予報で降水

確率が５０㌫を超えた場合は中止。　

問い合わせ　田渕　武夫さん（富田

林の自然を守る市民運動協議会会

長）〔０９０(８８８８)３９１２〕

※活動内容など詳しくは、富田林の自

然を守る会ウェブサイト〔http://www.

geocities.jp/tondabayashinoshizen/〕を

ご覧ください。

プラネ de えほん

　みんなで一緒に楽しめるよう、プラ

ネタリウムのスクリーンに絵本を映し

出します。

　内容は、おおむね１～３歳の幼児を

対象としたものですが、特に年齢制限

はありません。

　手遊びなどの楽しいコーナーもあり

ますので、ぜひご参加ください。

とき　４月９日、５月１４日、午前

１０時３０分～１１時

ところ　すばるホール３階プラネタリ

ウム室

定員　１００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　すばるホール

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４・０９２(７１６)１４６７〕へ。

広告枠



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

市民総合体育館の共用使用

①競技場（インディアカ・バドミント

ン）《共に１面》　とき　４月９日、２３

日、５月１４日、２８日、正午～午後

３時　

持ち物　上靴、シャトル、ラケットなど

②剣道場　とき　４月２日、１６日、

５月７日、２１日、６月４日、午

後６時～９時

③柔道場　とき　４月５日、１９日、

５月３日、１７日、午後６時～９時

使用料　①一般１４０円、中学生以下６０

円、②③一般３００円、中学生以下１３０円

問い合わせ　市民総合体育館

トレーニング場機器使用説明会

とき　年末年始を除く、午前１０時～午

後９時の間で３０分程度

ところ　市民総合体育館

対象者　高校生以上の人　

参加費　５００円　

持ち物　運動のできる服装、上靴、利用

許可証用の写真１枚（縦３㌢×横２.４㌢）

申し込み　参加希望日の前日までに市

民総合体育館へ（電話申し込み可）　

※毎月第３月曜日（祝日の場合は第２

月曜日）は、午前９時～正午まで、機

器点検のためトレーニング場は利用で

きません。

体験エアロビクス教室

とき　４月８日、午後１時～２時３０

分

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

定員　８人（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　４月６日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９・Ｅメールoffice

@kinkiweb.net〕へ

子育て支援と　　  　　　　　 
スポーツチャンバラ体験教室

　スポーツチャンバラは初めてでも楽

しめ、ストレスを解消したり、瞬発力

などを高めたりすることができます。

また、自信を持たせることで、子ども

たちの早期自立を支援します。

①寺池台小学校体育館

とき　４月２２日、５月１３日、２０日

、午後５時～６時３０分

②藤沢台小学校体育館

とき　４月１８日、５月２日、９日

、午前１０時～１１時３０分

③喜志西小学校体育館

とき　４月１８日、５月２日、９日

、午後２時～３時３０分

④明治池中学校体育館

とき　４月２２日、５月１３日、２０日

、午後８時～９時

対象者　①～③幼稚園年長～小学生、

④中学生以上　

定員　各３０人（当日、直接会場へ）

参加費　無料　

持ち物　運動のできる服装、着替え、

上靴、飲み物、タオル　※用具は貸し

出しします。

問い合わせ　久保さん〔０８０(４１２０)９０８４〕

ゲートボール初心者講習会

とき　５月８日～２９日の毎週水・金曜

日、午前９時～１１時（全７回）

ところ　津々山台ゲートボールコート

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　無料（用具は主催者で準備）

申し込み　４月６日～３０日までに

松井　絹代さん〔(２９)７６９８〕へ（午

後４時以降）

３０



スポーツ安全保険にご加入を

　スポーツ安全保険は、（公財）スポー

ツ安全協会が契約者となり、アマチュ

アのスポーツ・文化・ボランティア・

地域・指導活動などをする５人以上の

社会教育関係団体の構成員を対象と

し、傷害保険や賠償責任保険などを組

み合わせた補償制度です。加入依頼書

などは、市民総合体育館に備え付けて

います。

問い合わせ　スポーツ振興課〔(２０)

０３９０〕

グラウンドゴルフ・カーリン
コン大会

　レクリエーション協会杯争奪同大会

を開催します。

①グラウンドゴルフ大会

とき　４月２９日、午前９時～正午（雨

天中止）　

ところ　川西グラウンドゴルフ場

対象者　市内在住・在勤・在学の人

定員　１００人　

参加費　３００円

②カーリンコン大会

とき　４月２９日、午前９時～正午

ところ　青少年スポーツホール

対象者　市内在住・在勤・在学の３人

で構成されたチーム　

定員　２０チーム　

参加費　９００円

持ち物　飲み物、タオルなど　

申し込み　いずれも４月６日～１３日

までにスポーツ振興課〔(２０)０３９０〕

（土・日曜日は除く）へ（申し込み先

着順）

問い合わせ　①船戸　百合子さん〔・

(２０)２１８８〕、②辻　久美子さん〔・

(２６)２２３７〕

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

市レクリエーション協会　　
会員募集

　同協会では、ハイキングやクラフト、

アウトドア、室内ゲームなどの楽しい

行事を年間通じて実施しています。

　皆さんも、同協会に入って友達の輪

を広げてみませんか（月１回の会報発

送料として年１５００円の会費が必要）。

●各種レクリエーション指導者を派遣

しています

　同協会では、学校、子ども会、ＰＴ

Ａ、幼児・高齢者団体などに、レクリ

エーションゲームやニュースポーツ、

体操、クラフトなどの指導者を派遣し

ています。さまざまなニーズにお応え

しますので、お問い合わせください。

問い合わせ　スポーツ振興課〔(２０)

０３９０〕

インディアカ初心者教室

　シニア世代の人でも楽しんでいただ

けますので、ぜひご参加ください。

とき　５月８日～６月１９日の毎週金曜

日（５月２９日を除く）、午前９時３０分～

１１時３０分（全６回）

ところ　市民総合体育館

対象者　市内在住の人　

定員　２０人　

参加費　１０００円

持ち物　上靴、飲み物、タオルなど

申し込み　４月２０日～５月７日ま

でにスポーツ振興課〔 (２０)０３９０〕（土・

日曜日、祝日は除く）へ（申し込み多

数の場合抽選）

問い合わせ　山野　誠太郎さん〔 ０８０

(１４０２)５２４９〕

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日は翌月の５日まで掲載。なお、休

館日以外でも受け付けできない日や時間帯

がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265
　休みません
●青少年スポーツホール　  (29) 3778
　休みません
●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121
　休みません
●図書館
　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171
　４/６、１３、２０、２７、２９、５/３
　※５/４（みどりの日）、５（こどもの日）は
　　開館します。　　　　　　　　　　
●公民館　
　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121
　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966
　４/６、１３、２０、２７、２９、５/３～５
●人権文化センター　　　  (24) 0583
　４/５、１２、１９、２６、２９、５/３～５
●児童館　　　　　　　　  (25) 0666
　４/５、１２、１９、２６、２９、５/３～５
●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451
　４/６、１３、２０、２７、２９、５/３～５
●すばるホール　　　　　  (25) 0222
　４/６、１３、２０、２７　※５/３～５は午後
　５時３０分で閉館します。
●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117
　４/１、８、１５、２２、２９
●市民公益活動支援センター  (26) 7887
　４/４、５、１１、１２、１８、１９、２５、２６、　
　２９、５/２～５
●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261
　４/２９、５/３～５　
　※毎週木曜日は浴場の利用はできません。
●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070
　４/２９、５/３～５
　※毎週月曜日は浴場の利用はできません。
●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600
　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668
　４/６、１３、２０、２７、５/４
●農業公園サバーファーム  (35) 3500
　４/６、１３、２０、２７
●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117
　じないまち交流館　　　  (26) 0110
　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771
　４/６、１３、２０、２７
●消防本部　　　　　　　  (23) 0119
　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119
　※ただし、３月３１日まで消防本部の電話
　　番号は〔(25)1122〕です。

第63回市民体育大会参加者募集

　市民体育大会の参加者を募集します。

競技種目は、３月号広報に掲載しています。

申し込み　４月２０日、午後５時３０分まで

に印鑑を持参し、スポーツ振興課〔(２０)

０３９０〕（土・日曜日は除く）または市民総合

体育館へ（電話申し込み不可）　※種目に

よって申込期間が異なる場合もあります。
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問い合わせ問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)１１２５市消防本部警備救急課〔(２３)１１２５〕〕

※ただし、３月３１日までは〔(２５)１１２５〕※ただし、３月３１日までは〔(２５)１１２５〕。。

災害情報案内電話番災害情報案内電話番号号
（自動案内（自動案内））

※広告の問い合わせは、株式会社ホープ〔０９２(７１６)１４０４〕・０９２(７１６)１４６７〕へ。

災害情報案内は、消防車がサイレンを鳴らして出動した時に、「何のた　災害情報案内は、消防車がサイレンを鳴らして出動した時に、「何のためめ

に、どこに」出動したのかをお知らせするサービスですに、どこに」出動したのかをお知らせするサービスです。。

市消防本部では、富田林市、太子町、河南町、千早赤阪村で災害、火災、救助、警　市消防本部では、富田林市、太子町、河南町、千早赤阪村で災害、火災、救助、警戒戒

などが発生している地区の案内を災害情報案内電話で聞くことができます。災害情報などが発生している地区の案内を災害情報案内電話で聞くことができます。災害情報をを

知りたい場合は、下記の電話番号へおかけください知りたい場合は、下記の電話番号へおかけください。。

119番は緊急電話専用で119番は緊急電話専用ですす。。

災害の発生地区の問い合わ災害の発生地区の問い合わせせ

には利用しないでくださいには利用しないでください。。

0180(99)7299

もう取り付けましたか？住宅用火災警報もう取り付けましたか？住宅用火災警報器器
平成２３年６月より、全ての住宅に設置が義務化されています

問い合わ問い合わせせ　市消防本部予防課〔(２３)１１２４市消防本部予防課〔(２３)１１２４〕〕

※ただし、３月３１日までは〔(２５)７４００〕※ただし、３月３１日までは〔(２５)７４００〕。。

　住宅火災で亡くなられる原因の多くは、「逃げ遅れ」による

ものです。住宅用火災警報器を設置することで、万一火災が

発生しても早期発見・避難につながり、皆さんの大切な「い

のち」を守ります。市消防本部では、設置状況などを調査す

るため、市立小・中学校を通じて、住宅用火災警報器に関す

るアンケートを実施しました。まだ設置されていないご家庭

は、早めの設置をお願いします。また、すでに取り付けられ

ているご家庭は「いざ」というときにきちんと作動するよう

に、日頃から手入れや点検をしましょう。

※ただし、３月３１日まで※ただし、３月３１日まではは〔(２５)００１３〕〔(２５)００１３〕。。

災害情報案内の
電話番号が変わります

4/1
から

広告枠
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